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豊かな自然　あふれる笑顔　みんなで創る　きららか射水 
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2 平成18年度　決算報告 

4

　池多保育園で恒例となったりんご
収穫祭が15日行われました。園内
の庭に3本のりんごの木が植えてあり、
園児の祖父母や近所の方などの指導
を受け育ててきました。当日は、堀
岡保育園、近隣の富山市池多保育園
の園児といっしょにりんごを収穫し
ました。木いっぱいに実ったりんご
をじっくりと選び、大きなりんごを
両手に抱え手作りの手提げかばんに
入れていました。 
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りんごの季節 
【表紙の写真】 

年度決算報告 射水市の台所事情18
　18年度の決算状況についてお知らせします。 
　18年度は、射水市として初めての通年決算となっています。一般会計で、歳入歳出の差引額から翌年度へ繰り越す事業に
充てる財源を差し引いた実質収支は、7億8,120万円の黒字となりました。 

　歳入総額は、360億3,509
万円となりましたが、そのうち
大きな割合を占める市税や地方
交付税は、前年度に比べいずれ
も減少し、その減少額は合わせ
て2億4,626万円となっています。
これらは、使途が特定されない
一般財源と呼ばれる収入で、そ
の減少は財政運営にも大きな影
響を及ぼします。 
　一方、歳出総額は、351億
213万円となりました。民生費
が最も大きな割合となっていま
すが、老人福祉対策や国民健康
保険対策や児童福祉対策などの
福祉施策に要する支出です。次
いで、土木費、公債費、教育費
などの順になっています。この
うち、公債費は、これまでに借
り入れた借金の返済金で、47
億8,199万円となっていますが、
今後も合併特例債などの借入れ
により、高い割合を占めること
が予想されます。 

　三位一体の改革による影響や市税収入の伸び悩みなどにより、市の財政は厳しい状況に
ありますが、市民生活に密着した緊急性の高いものを重点政策課題として実施しています。 

Ａ 
Ｂ 

Ｃ＝Ａ－Ｂ 
Ｄ 

Ｃ－Ｄ 

360億3,509万円 
351億　213万円 
9億3,296万円 
1億5,176万円 
7億8,120万円 

金　　額 区　　　　　分 

●一般会計 

歳 入 総 額 
歳 出 総 額 
歳 入 歳 出 差 引 額 
翌年度へ繰り越すべき財源 
実 質 収 支 

3億9,035万円 
3,570万円 

78億3,818万円 
82億9,239万円 

8,520万円 
60億　857万円 
3億6,245万円 
56億2,466万円 
4億3,233万円 

※18年度の損益計算書（消費税抜き）に基づいて作成しています。 
※地方公営企業法を適用している公営企業を法適用企業と記載しています。 

歳　入　総　額 
Ａ 

3億7,525万円 
3,564万円 

75億1,973万円 
83億　334万円 

7,092万円 
58億2,548万円 
2億8,578万円 
54億4,788万円 
4億1,465万円 

歳　出　総　額 
Ｂ 

1,510万円 
6万円 

3億1,845万円 
△　　1,095万円 

1,428万円 
1億8,309万円 
7,667万円 

1億7,678万円 
1,768万円 

歳入歳出差引額 
Ｃ（Ａ－Ｂ） 

 
 
 
 

8万円 
480万円 

7,660万円 
6,911万円 

翌年度へ繰り　　 
越すべき財源　Ｄ 

1,510万円 
6万円 

3億1,845万円 
△　　1,095万円 

1,420万円 
1億7,829万円 

7万円 
1億　767万円 
1,768万円 

実質収支額 
Ｃ－Ｄ 

事　業　区　分 

●特別会計 

ケーブルテレビ事業 
公共用地先行取得事業 
国 民 健 康 保険事業 
老 人 保 健 医療事業 
墓 苑 事 業 
介 護 保 険 事 業 
企 業 団 地 造成事業 
下 水 道 事 業 
農 業 集 落 排水事業 

※老人保健医療事業における実質収支の赤字相当額については、19年度に過年度精算額として収入されます。 

22億9,656万円 
32億8,275万円 

総　収　益 
Ａ 

22億1,092万円 
37億　321万円 

総　費　用 
Ｂ 

8,564万円 
△　4億2,046万円 

純　損　益 
Ａ－Ｂ 

－ 
－ 

不　良　債　務 

法適用企業 
法適用企業 

備　　　考 事　業　区　分 

●企業会計 

水 道 事 業 
病 院 事 業 

市税 
127億7,318万円　35.4%

個人市民税 
36億1,845万円 

法人市民税 
13億1,844万円 

地方交付税 
71億3,610万円　19.8%

市たばこ税 
5億5,532万円 

入湯税 
385万円 

軽自動車税 
1億7,079万円 

固定資産税 
71億633万円 

市債 
36億7,430万円　10.2%

国県支出金 
31億4,611万円　8.7%

税交付金等 
17億189万円　4.7%

地方譲与税 
12億724万円　3.4%

繰入金 
19億5,986万円　5.4%

諸収入 
19億3,962万円　5.4%

繰越金 
10億3,654万円　2.9%

その他 
14億6,025万円　4.1%

民生費 
86億3,038万円　24.6%

歳入決算額 
360億3,509万円 

市税の内訳 

依存財源 
168億6,564万円 

46.8%

歳出決算額 
351億213万円 

その他 
5億604万円　1.5%

農林水産業費 
11億2,205万円　3.2%

消防費 
13億2,704万円　3.8%

商工費 
18億2,549万円　5.2%

衛生費 
24億123万円　6.8%

総務費 
45億9,073万円　13.1%

教育費 
46億7,236万円　13.3%

土木費 
52億4,482万円　14.9%

公債費 
47億8,199万円　13.6%

●安全・安心なまちづくり 
　大雨・高潮対策用排水ポンプ車整備事業 2,093万円 
　消防車両整備事業 5,415万円 
　射水消防署大門出張所整備事業 1億4,922万円 
　小中学校防犯セキュリティ設備整備事業 2,247万円 
 
●少子化への対応 
　留守家庭学級事業 3,687万円 
　子育て支援センター運営事業 4,276万円 
　こども及び妊産婦医療費助成事業 3億2,138万円 
　保育園・幼稚園事業 15億　671万円 
 
●明日を担うひとづくり 
　東明小学校大規模改造事業 1億4,958万円 
　堀岡小学校整備事業 5,441万円 
　中太閤山小学校大規模改造事業 3億　300万円 
　大門小学校整備事業 5億5,271万円 

18年度の主要事業 

　市の財政は、市の貯金である基金を取り崩して、
各種事業費の財源不足を補っている状況にあります。
この厳しい財政状況の中、市では行財政改革として、
採用人数の抑制による職員数の削減や事務事業の
見直しによる歳出の削減などを推進しています。
収入面では、ホームページや市報などを活用した
広告の募集、公共施設の命名権（ネーミングライツ）
制度の導入など、新たな歳入確保に向けた取組み
を始めています。今後も厳しい状況が続くものと
予想されるため、引き続き、歳出の削減や歳入の
確保対策など財政基盤の強化に向けて取組んでい
く必要があります。 

今後の財政運営について 
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減債基金 
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財政調整基金と減債基金の残高の推移 

H18

自主財源 
191億6,945万円 

53.2%

6 市政功労者表彰 
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平成19年度上半期 
予算執行状況 

年度決算報告 射水市の台所事情18

歳 出 

歳 入 
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平成19年度上半期　予算執行状況  

45

皆さんの 
市税負担 

１人当たり 

１世帯当たり 

147,005円 

451,945円 

372億5,057万円 
149億9,784万円 

40.3％ 

予 算 現 額 
収 入 済 額 
収　入　率 

市　　　　税 

392,008円 

1,205,169円 

使われている 
市の予算 

平成19年9月30日現在 
人　口　　95,025 人 
世帯数　　30,909 世帯 

一般会計の状況 

特別会計の状況 

企業会計の状況 

市税の状況 

歳　　　入 

372億5,057万円 
145億2,187万円 

39.0％ 
※予算現額、収入済額及び支出済額には、平成18年度からの繰越額を含みます。 

予算現額 
収入済額又は支出済額 
収入率又は支出率 

予 算 現 額 
支 出 済 額 
支　出　率 

歳　　　出 

地方交付税 

市　　　　債 

国・県支出金 

諸　収　入 

繰　入　金 

そ　の　他 

民　生　費 

教　育　費 

土　木　費 

総　務　費 

公　債　費 

衛　生　費 

商　工　費 

消　防　費 

農林水産業費 

そ　の　他 

60.6％ 

0.1％ 

21.7％ 

6.5％ 

46.3％ 

0.0％ 

40.4％ 

48.9％ 

97.0％ 

53.0％ 

23.2％ 

37.0％ 

36.1％ 

41.3％ 

84.4％ 

48.3％ 

34.5％ 

52.2％ 

39.7％ 
139億6,917万円 

68億7,010万円 

53億8,300万円 

39億6,276万円 

20億4,084万円 

19億2,371万円 

8億　532万円 

7億2,470万円 

5億8,755万円 

9億8,342万円 

74億1,061万円 

41億6,390万円 

400万円 

8億6,027万円 

1億3,354万円 

8億9,127万円 

0万円 

2億9,276万円 

2億8,723万円 

9億5,426万円 

86億6,163万円 

55億1,620万円 

52億8,718万円 

50億3,117万円 

46億2,525万円 

27億   195万円 

20億3,530万円 

16億5,640万円 

11億3,094万円 

6億   455万円 

34億4,219万円 

12億7,866万円 

19億5,869万円 

18億1,686万円 

16億8,503万円 

11億1,700万円 

17億1,714万円 

8億     43万円 

3億9,029万円 

3億1,558万円 

36.4％ 

地方譲与税・ 
交　付　金 

分担金及び 
負　担　金 

使用料及び 
手　数　料 

借入金の状況 
●長期借入金 

財産の状況 

●一時借入金　　　　　　　　なし 

●土地と建物 

●有価証券 3億3,138万円 

●基金残高 40億5,964万円 

●水道事業の概要 

区　　分 予　算　額 執　行　額 
水道事業収益 
水道事業費用 
資本的収入 
資本的支出 

24億　905万円 
23億1,615万円 
4億3,526万円 
14億7,695万円 

11億8,940万円 
10億7,971万円 

899万円 
5億9,377万円 

区　　分 予　算　額 執　行　額 
病院事業収益 
病院事業費用 
資本的収入 
資本的支出 

36億　162万円 
38億1,756万円 
3億2,714万円 
4億4,238万円 

16億3,440万円 
17億4,008万円 
1億8,000万円 

998万円 
※予算額及び執行額には、平成18年度からの繰越額を含みます。 

※支出済額が収入済額を超えている会計の不足額については、各会計間の資金流用で対応しています。 

区　　　分 予　算　額 
歳　　　入 

収 入 済 額 収 入 率 
ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業 
公 共 用 地 先 行 取 得 事 業 
国 民 健 康 保 険 事 業 
老 人 保 健 医 療 事 業 
墓 苑 事 業 
介 護 保 険 事 業 
企 業 団 地 造 成 事 業 
下 水 道 事 業 
農 業 集 落 排 水 事 業 

4億2,599万円 
6億8,449万円 
83億2,058万円 
86億5,780万円 
1億4,687万円 
64億6,844万円 
5億5,235万円 
57億9,004万円 
4億2,064万円 

1億6,186万円 
5億8,287万円 
30億6,829万円 
35億1,196万円 
4,212万円 

31億4,688万円 
2億1,958万円 
16億1,876万円 
2億　519万円 

38.0% 
85.2% 
36.9% 
40.6% 
28.7% 
48.6% 
39.8% 
28.0% 
48.8%

歳　　　出 
支 出 済 額 支 出 率 
1億1,638万円 
5億8,247万円 
35億　886万円 
35億8,441万円 
7,165万円 

25億5,420万円 
2億　717万円 
17億1,543万円 
1億9,366万円 

27.3% 
85.1% 
42.2% 
41.4% 
48.8% 
39.5% 
37.5% 
29.6% 
46.0%

区　　　分 予　算　額 
構 成 比 

調　定　額 
（Ａ） 

普 通 税 
市 民 税 
固 定 資 産 税 
軽 自 動 車 税 
市 た ば こ 税 

目 的 税 
入 湯 税 
合　　　計 

139億6,606万円 
61億6,210万円 
70億8,810万円 
1億7,760万円 
5億3,826万円 

311万円 
311万円 

139億6,917万円 

139億6,500万円 
58億　581万円 
76億8,806万円 
1億8,973万円 
2億8,140万円 

164万円 
164万円 

139億6,664万円 

徴 収 率 
（Ｂ）／（Ａ） 

収 入 済 額 
（Ｂ） 
74億　974万円 
29億　891万円 
40億9,872万円 
1億7,089万円 
2億3,122万円 

87万円 
87万円 

74億1,061万円 

53.1% 
50.1% 
53.3% 
90.1% 
82.2% 
53.2% 
53.2% 
53.1%

99.9% 
39.3% 
55.2% 
2.3% 
3.1% 
0.1% 
0.1% 
100.0%

区　　　分 現　在　高 

一 般 会 計 
ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業 
公 共 用 地 先 行 取 得 事 業 
墓 苑 事 業 
企 業 団 地 造 成 事 業 
下 水 道 事 業 
農 業 集 落 排 水 事 業 

合　　　計 

440億3,974万円 
5億9,078万円 

214万円 
1億2,356万円 
11億4,642万円 
354億9,102万円 
34億1,742万円 
848億1,108万円 

特

別

会

計 

土　　地 建　　物 区　　分 
2,546千㎡ 
349千㎡

392千㎡
24千㎡

行 政 財 産 
普 通 財 産 

■業務概況（４月１日～９月30日） 
　給水区域内人口 96,824人 
　給水人口 95,460人 
　普及率 98.6％ 
　給水栓数 33,297栓 
　総配水量 6,078,967㎥ 
　総有収水量 5,519,695㎥ 
　有収率 90.8％ 
　１日最大配水量 38,584㎥ 
　※給水区域内人口、給水人口には外国人登録者を含みます。 
■予算執行状況（４月１日～９月30日） 

●病院事業の概要 
■診療科目（14科） 
　内科、循環器科、外科、整形外科、小児科、眼科、 
　脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、婦人科、 
　耳鼻いんこう科、歯科口腔外科、麻酔科、放射線科 
■病床数 
　199床（一般病床195床、結核病床４床） 
■患者数（４月１日～９月30日） 
　入院患者数（延べ） 29,526人 
　外来患者数（延べ） 64,702人 
■予算執行状況（４月１日～９月30日） 

グラフの見方 

問合せ先　財政課（小杉庁舎）☎57－1630

（資料：上下水道業務課） 
（資料：市民病院総務課） 

平成19年度上半期　予算執行状況  
市では、条例に基づき、年２回財政状況を皆さんにお知らせしています。 

今回は、平成19年度上半期の予算執行状況等についてお知らせします（平成19年９月30日現在）。 

なお、市財政課ホームページにも、詳細な資料を掲載していますので、ご覧ください。 

（http://www7.city.imizu.toyama.jp/project/1208000/23/23_1.html） 

　特別会計とは、特定目的の事業を行う場合に、特定の歳入で特定の歳出にあて、一般会計と切り離して経理し
ているものです。 

　市では、公営企業として、水道事業と病院事業を経営しており、これらの会計が企業会計です。 

平成19年度上半期　予算執行状況  
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地
方
自
治
部
門 

 

山
本
　
修
（
橋
下
条
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
富
山
県
議
会

議
員
及
び
富
山
県
議
会
副
議
長
と

し
て
地
方
自
治
の
伸
展
や
地
域
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

 

河
合
　
治
幸
（
坂
東
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
自
治
会
長
と

し
て
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
や
行

政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

酒
井
　
隆
利
（
片
口
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
自
治
会
長
と

し
て
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
や
行

政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

中
田
　
清
安
（
放
生
津
町
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
自
治
会
長
と

し
て
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
や
行

政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

 

川
村
　
一
雄
（
本
江
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
自
治
会
長
と

し
て
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
や
行

政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

石
黒
　
善
⣳
（
庄
川
本
町
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
自
治
会
長
と

し
て
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
や
行

政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

板
倉
　
健
正
（
堀
岡
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
自
治
会
長
と

し
て
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
や
行

政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

 

⣥
澤
　
昭
雄
（
堀
内
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
自
治
会
長
と

し
て
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
や
行

政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

 

荒
井
　
民
子
（
海
老
江
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
統
計
調
査
員

と
し
て
、
正
確
か
つ
円
滑
な
調
査

事
務
の
実
施
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
市
民
生
活
部
門 

 

中
山
　
繁
雄
（
立
町
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
交
通
指
導
員

と
し
て
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

射
水
市
交
通
安
全
母
の
会
大
島
地
区 

（
若
杉
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
地
域
に
密
着

し
た
交
通
安
全
啓
発
活
動
を
行
う

な
ど
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

豊
田
　
和
雄
（
島
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
射
水
市
消
防

団
の
要
職
に
あ
っ
て
団
員
の
指
導

育
成
と
地
域
の
消
防
、
防
災
活
動

の
充
実
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門 

 

射
水
市
大
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
連
絡
協
議
会
（
小
島
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
高
齢
者
や
身

体
障
害
者
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
厚
生
部
門 

 

四
⣥
　
猛
（
作
道
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
児

童
委
員
と
し
て
地
域
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

杉
岡
　
洋
子
（
大
門
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
児

童
委
員
と
し
て
地
域
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

竹
内
　
美
和
子
（
海
老
江
浜
開
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
の
指
導
育
成
と
母
子
寡

婦
家
庭
へ
の
支
援
の
充
実
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

中
波
　
⡰
子
（
浄
土
寺
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
の
指
導
育
成
と
食
生

活
改
善
に
よ
る
健
康
づ
く
り
活
動

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

林
　
富
子
（
新
開
発
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
食
生
活
改
善

推
進
友
の
会
の
指
導
育
成
と
食
生

活
改
善
に
よ
る
健
康
づ
く
り
活
動

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

本
江
　
悦
子
（
加
茂
中
部
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
食
生
活
改
善

推
進
連
絡
協
議
会
の
指
導
育
成
と

食
生
活
改
善
に
よ
る
健
康
づ
く
り

活
動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

堀
江
　
陽
子
（
北
野
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
食
生
活
改
善

推
進
友
の
会
の
指
導
育
成
と
食
生

活
改
善
に
よ
る
健
康
づ
く
り
活
動

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

竹
内
　
節
子
（
今
開
発
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
食
生
活
改
善

推
進
友
の
会
の
指
導
育
成
と
食
生

活
改
善
に
よ
る
健
康
づ
く
り
活
動

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

西
野
　
慶
子
（
黒
河
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
の
指
導
育
成
と
食
生

活
改
善
に
よ
る
健
康
づ
く
り
活
動

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

新
湊
中
央
赤
十
字
奉
仕
団
（
中
央
町
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
災
害
救
護
訓

練
や
在
宅
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

　
環
境
部
門 

 

鍛
治
　
栄
佐
夫
（
三
ケ
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
環
境
衛
生
協

議
会
の
要
職
に
あ
っ
て
、
会
員
の

指
導
育
成
と
環
境
美
化
活
動
を
通

じ
た
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
産
業
経
済
部
門 

 

石
灰
　
晃
（
本
町
三
丁
目
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
新
湊
地
区
木

材
協
同
組
合
の
要
職
に
あ
っ
て
、

業
界
の
指
導
育
成
と
地
域
経
済
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

伊
藤
　
光
雄
（
新
片
町
五
丁
目
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
射
水
商
工
会

議
所
役
員
及
び
議
員
と
し
て
、
商

工
業
と
地
域
経
済
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

長
原
　
一
夫
（
布
目
沢
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
大
門
町
商
工

会
の
要
職
に
あ
っ
て
、
商
工
業
と

地
域
経
済
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。 

 

小
杉
商
工
会
女
性
部
（
戸
破
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
商
工
業
に
携

わ
る
女
性
の
視
点
か
ら
、
様
々
な

地
域
振
興
事
業
に
取
り
組
み
、
地

域
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
つ
つ
じ
の
会 

（
鏡
宮
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
精
力
的
な
活
動
を

展
開
さ
れ
、
射
水
市
の
観
光
振
興

と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。 

  

教
育
部
門 

 

山
崎
　
秋
夫
（
広
上
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
体
育
指
導
委

員
協
議
会
の
要
職
に
あ
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振
興
に
携
わ
り
、

元
気
な
射
水
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

前
田
　
恵
佑
（
小
林
） 

　
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
第
４
回
夏
季
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー

ム
・
熊
本
」
ボ
ウ
リ
ン
グ
種
目
に

お
い
て
優
勝
し
、「
２
０
０
７
年

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
夏

季
世
界
大
会
・
上
海
」
へ
出
場
、

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、
市

民
に
感
動
と
元
気
を
与
え
ま
し
た
。 

 

射
水
市
立
射
北
中
学
校
ヨ
ッ
ト
部 

（
堀
岡
古
明
神
） 

　
第
１
回
、
第
２
回
全
国
中
学
校

ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会
及
び
本
年
開

催
さ
れ
た
第
５
回
大
会
に
お
い
て

優
勝
し
、
市
民
に
感
動
と
元
気
を

与
え
ま
し
た
。 

 

　
科
学
・
文
化
部
門 

 

⢰
須
　
光
雄
（
愛
知
県
名
古
屋
市
） 

　
本
市
に
対
し
て
多
大
な
寄
附
を

さ
れ
、
市
政
の
発
展
と
文
化
の
向

上
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

森
　
　
子
（
三
日
曽
根
） 

　
本
市
に
対
し
て
多
大
な
寄
附
を

さ
れ
、
市
政
の
発
展
と
文
化
の
向

上
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 

永
年
の
功
績
を
讃
え
て

永
年
の
功
績
を
讃
え
て

平
成
　
年
度
市
政
功
労
者
表
彰
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市
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
讃
え
る
平
成
１９
年
度
市
政
功
労

者
表
彰
式
が
、
１１
月
１
日

、
小
杉
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
２８
個
人
、

６
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
皆
様
の
た
ゆ
み
な
い
努
力

に
対
し
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

　
第
３５
回
花
と
緑
の
大
会
に
お
い
て
、
花
と
緑
の
県
づ
く
り
運
動
に
功
労
が
あ

っ
た
左
記
の
団
体
お
よ
び
個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
） 

 

◜
理
事
長
表
彰 

　
花
と
緑
の
功
労
表
彰 

　
　
個
人
　
広
永
　
逸
朗 

　
　
　
　
　
　
花
と
緑
の
銀
行
　
射
水
支
店
　
金
山
地
区
頭
取 

　
　
　
　
　
大
垣
　
安
和 

　
　
　
　
　
　
花
と
緑
の
銀
行
　
射
水
支
店
　
橋
下
条
地
区
グ
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー 

　
　
団
体
　
小
杉
花
作
り
同
好
会
　
会
長
　
江
川
　
光
一 

 

◜
花
と
緑
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰 

　
各
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル 

　
　
一
般
花
壇
の
部 

　
　
　
優
秀
賞 

　
　
　
　
　
射
水
市
立
本
江
公
民
館 

　
　
学
校
花
壇
の
部 

　
　
　
優
秀
賞 

　
　
　
　
　
射
水
市
立
放
生
津
小
学
校 

　
　
　
優
良
賞 

　
　
　
　
　
射
水
市
立
塚
原
小
学
校 

　
　
幼
稚
園
・
保
育
所
の
部 

　
　
　
優
秀
賞 

　
　
　
　
　
射
水
市
立
小
杉
西
部
保
育
園 

　
　
個
人
花
壇
の
部 

　
　
　
奨
励
賞 

　
　
　
　
　
瀬
戸
　
厚
子 

　
　
ポ
ス
タ
ー
原
画 

　
　
　
佳
　
作 

　
　
　
　
　
射
水
市
立
新
湊
小
学
校
４
年
生 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
岡
　
志
織 

　
　
花
と
緑
の
標
語 

　
　
　
佳
　
作 

　
　
　
　
　
射
水
市
立
新
湊
小
学
校
６
年
生 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
順
也 

（
　
）
は
地
区
名 

（
敬
称
略
順
不
同
） 

第
　
回
花
と
緑
の
大
会
受
賞
者
・
受
賞
団
体

第
　
回
花
と
緑
の
大
会
受
賞
者
・
受
賞
団
体 

35
第
　
回
花
と
緑
の
大
会
受
賞
者
・
受
賞
団
体 

35

受賞された皆さん 放生津小学校花壇 
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「
税
に
つ
い
て
の
作
品
」の 

　
　
　
　
　
　
　
入
賞
作
品
発
表 
橋
の
名
前
が
決
定
し
ま
し
た

橋
の
名
前
が
決
定
し
ま
し
た
!!
 

橋
の
名
前
が
決
定
し
ま
し
た
!!
 

（
中
学
生
・
作
文
の
部
、小
学
生
・
習
字
の
部
） 

　
11
月
12
日

、
高
岡
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
合
同
納
税
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
品
（
作
文
）」
の
優

秀
作
品
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
内
か
ら
は
、
射
水
市
立
奈
古
中
学
校
３
年
　
杉
谷
尚
人
君
の
「
地

方
を
重
視
し
た
税
金
に
つ
い
て
」
が
「
高
岡
税
務
署
長
賞
」
を
受
賞
し

た
の
を
は
じ
め
、
市
内
各
中
学
校
か
ら
多
数
の
作
品
が
各
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
射
水
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
が
募
集
し
た
小
学
生
の
「
税

に
つ
い
て
の
作
品
（
習
字
）」
で
は
、
東
明
小
学
校
６
年
　
龍
本
綾
奈

さ
ん
の
作
品
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
市
内
各
小
学
校
か
ら
多
数
の
優

秀
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
品（
作
文
）」
の
優
秀
作
品 

☆
高
岡
税
務
署
長
賞 

　
「
地
方
を
重
視
し
た
税
金
に
つ
い
て
」 

　
　
　
　
　
射
水
市
立
奈
古
中
学
校
３
年
　
　
　
杉
谷
　
尚
人
　

　
君 

☆
富
山
県
知
事
賞 

　
「
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
」 

　
　
　
　
　
射
水
市
立
新
湊
南
部
中
学
校
３
年
　
本
郷
　
麻
央
　

さ
ん 

☆
富
山
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
長
賞 

　
「『
税
』の
大
い
な
る
力
」
　
　 

　
　
　
　
　
射
水
市
立
奈
古
中
学
校
３
年
　
　
　
酒
井
　
恒
輝
　

　
君 

 

小
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
品（
習
字
）」
の
優
秀
作
品 

☆
最
優
秀
賞 

　
射
水
市
立
東
明
小
学
校
６
年 

龍
本
　
綾
奈
　

さ
ん 

☆
金
　
　
賞 

　
射
水
市
立
大
島
小
学
校
６
年 

堀
　
　
綾
香
　

さ
ん 

　
射
水
市
立
下
村
小
学
校
６
年 

杉
高
　
正
紀
　

　
君 

　
射
水
市
立
下
村
小
学
校
６
年 

向
井
沙
和
子
　

さ
ん 

 

問
合
せ
先
　
射
水
市
租
税
教
育
推
進
協
議

会
事
務
局
（
納
税
課
） 

　
☎
52
―
７
９
６
２ 

富
山
新
港
東
西
埋
立
地
を
結
ぶ
日
本
海
側
最
大
級
の
斜
張
橋
の
名
称
決
定 

橋
梁
名
称
「
新
湊
大
橋
」
命
名
者
は
盛
田
　

瑛
美
香
さ
ん
と
塩
谷
　

勝
利
さ
ん 

自
転
車
歩
行
者
道
の
名
称
「
あ
い
の
風
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
命
名
者
は
桐
　

紀
克
さ
ん 

し
ん
み
な
と
お
お
は
し

　
平
成
20
年
代
前
半
の
完
成
を
目
指

し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
臨

港
道
路
富
山
新
港
東
西
線
」
の
正
式

名
称
が
、
応
募
総
数
１
、５
３
９
件
の

中
か
ら
「
新
湊
大
橋
」
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
整
備
さ
れ

る
自
転
車
歩
行
者
道
の
名
称
は
、「
あ

い
の
風
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
と
命
名
さ

れ
ま
し
た
。 

 

橋
梁
名
称
「
新
湊
大
橋
」
の
選
定
理
由 

　
「
新
湊
大
橋
」
の
名
称
は
、
昭
和

61
年
６
月
の
港
湾
計
画
改
訂
に
お
い

て
仮
称
と
し
て
呼
ば
れ
、
以
来
20
年

以
上
に
渡
り
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
富
山
新
港
開
発
以
降
、
東

西
を
結
ぶ
橋
梁
の
完
成
が
市
民
か
ら

待
ち
望
ま
れ
て
、
今
回
の
名
称
募
集

に
お
い
て
も
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
多

数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
名
称
選
定
委
員
会
に
お
け
る
選
定

理
由
に
お
い
て
も
、「
橋
梁
の
位
置
が

わ
か
り
や
す
く
、
市
民
に
長
ら
く
親

し
ま
れ
た
名
称
で
あ
る
」、「『
湊
』
に

は
色
々
な
も
の
が
混
ざ
り
合
い
み
な

と
を
奏
で
る
意
味
合
い
も
あ
る
」
な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
以
上
の
理
由
な
ど
か
ら
、
新
し
く

で
き
る
橋
が
広
く
皆
様
に
愛
さ
れ
末

永
く
親
し
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
、
決

定
し
ま
し
た
。 

 

自
転
車
歩
行
者
道
の
名
称
「
あ
い
の
風

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
の
選
定
理
由 

　
「
あ
い
の
風
」
は
、
古
く
か
ら
豊

か
な
幸
を
運
ぶ
富
山
湾
の
北
風
の
総

称
で
す
。
遠
く
山
か
ら
放
生
津
潟
（
現

富
山
新
港
）
に
集
ま
っ
て
き
た
水
は
、

富
山
湾
に
流
れ
込
み
そ
の
お
返
し
と

し
て
「
あ
い
の
風
」
が
吹
く
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　
名
称
選
定
委
員
会
に
お
け
る
選
定

理
由
に
お
い
て
も
、「『
あ
い
の
風
』

に
は
お
も
て
な
し
の
意
味
が
あ
り
、

観
光
Ｐ
Ｒ
に
も
利
用
で
き
る
」、「
２

０
０
０
年
国
体
で
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
や

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
で
広
く
知
ら
れ
、

富
山
を
連
想
さ
せ
る
」
な
ど
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。「
あ
い
」
の
言
葉
か

ら
は
、「
愛
」「
ふ
れ
合
い
」「
出
会
い
」

な
ど
い
ろ
い
ろ
と
連
想
が
膨
ら
み
、

夢
や
爽
や
か
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

　
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
と
は
、
フ
ラ
ン
ス

語
で
「
散
歩
」
や
「
散
歩
の
場
所
」

を
意
味
し
、
遊
歩
道
の
名
称
と
し
て

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
２
つ
の
言
葉
を
合
わ
せ
た
「
あ
い

の
風
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
は
、
富
山
湾

を
眼
下
に
立
山
連
峰
や
能
登
半
島
な
ど
、

パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と

と
も
に
、
市
民
が
い
つ
で
も
自
由
に

行
き
来
し
、
多
く
の
人
々
で
賑
わ
う

こ
と
を
期
待
し
て
命
名
し
ま
し
た
。 

市
の
道
路
除
雪
に
ご
協
力
を 

　
今
年
も
雪
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
市
で
は
降
雪
期
の
除
雪

体
制
を
整
え
、
道
路
交
通
の
確

保
に
全
力
で
取
り
組
む
計
画
を

立
て
て
い
ま
す
。 

　
除
雪
計
画
の
重
点
は
、「
除
排

雪
の
強
化
」、「
地
域
ぐ
る
み
除

排
雪
の
促
進
」、「
歩
道
除
雪
の

積
極
的
実
施
」、「
路
面
凍
結
対

策
の
強
化
」
で
す
。 

　
雪
害
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、

「
安
心
・
安
全
な
射
水
市
」
づ

く
り
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

●
路
上
駐
車
は
や
め
て 

　
一
台
の
放
置
車
両
の
為
に
除
雪

が
出
来
な
い
、
緊
急
車
両
が
入
れ

な
い
等
、
路
上
駐
車
は
み
ん
な
の

迷
惑
に
な
り
ま
す
。
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。（
路
上
駐
車
は
駐
車

違
反
や
保
管
場
所
法
違
反
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
） 

 

●
夜
間
・
早
朝
等
の
除
雪
作
業 

　
朝
の
通
勤
・
通
学
の
た
め
、
夜

間
か
ら
早
朝
に
か
け
て
の
除
雪
作

業
を
行
い
ま
す
。
除
雪
車
の
音
や

振
動
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ど
う
か
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
道
路
へ
の
投
雪
は
や
め
ま
し
ょ
う 

　
天
気
の
良
い
日
に
道
路
へ
の
投

雪
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
夜
間

に
凍
結
し
て
交
通
障
害
の
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。 

 

●
除
排
雪
は
地
域
ぐ
る
み
で 

　
除
排
雪
は
市
だ
け
で
は
で
き
ま

せ
ん
。 

　
狭
い
道
路
は
、
除
雪
車
で
の
除

雪
が
困
難
に
な
る
た
め
、
除
雪
は

地
域
ぐ
る
み
で
、
ま
た
、
生
活
道

路
や
歩
道
な
ど
の
共
同
除
排
雪
活

動
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、

お
互
い
の
家
の
前
の
除
雪
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。 

 

●
除
雪
車
に
近
寄
ら
な
い 

　
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
で
す
。

除
雪
車
が
来
た
ら
近
寄
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
特
に
子
ど
も
を
除
雪

車
の
近
く
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
雪
捨
て
は
指
定
さ
れ
た
場
所
に 

　
雪
を
捨
て
る
と
き
は
必
ず
決
め

ら
れ
た
場
所
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。 

・
新
湊
地
区 

　
内
川
雪
捨
て
場
（
中
新
湊
） 

・
小
杉
地
区 

　
薬
勝
寺
池
公
園
南
側
（
中
太
閤
山
） 

　
下
条
川
新
伝
馬
橋
西
詰
（
戸
破
） 

・
大
門
・
大
島
地
区 

　
庄
川
右
岸
河
川
敷 

◆
午
前
11
時
〜
12
時
、
午
後
１
時

〜
２
時
の
２
時
間
は
消
雪
パ
イ

プ
の
作
動
が
停
止
し
ま
す
。
故

障
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
協

力
く
だ
さ
い
。 

◆
県
道
で
は
歩
道
除
雪
に
つ
い
て
、

「
雪
と
汗
の
ひ
と
か
き
運
動
」

を
実
施
中
で
す
。
交
差
点
・
バ

ス
停
に
ス
コ
ッ
プ
が
設
置
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

 

除
雪
に
関
す
る
問
合
せ
先 

■
国
道
８
号
、
156
号
、
160
号 

・
国
土
交
通
省
国
道
維
持
出
張
所 

　
☎
０
７
６
―
４
３
８
―
５
１
０
１ 

・
国
土
交
通
省
高
岡
国
道
維
持
出

張
所
　
☎
23
―
６
７
７
６ 

■
国
道
415
号
・
472
号
と
県
道 

・
高
岡
土
木
セ
ン
タ
ー 

　
☎
26
―
８
４
２
８ 

■
市
道 

・
射
水
市
除
雪
対
策
本
部 

　
☎
52
―
１
７
７
０ 

※
除
雪
対
策
本
部
は
、
12
月
１
日

㈯
か
ら
３
月
31
日
㈪
ま
で
、
大
門

庁
舎
の
都
市
整
備
部
道
路
・
河
川

管
理
課
内
に
設
置
し
ま
す
。 

●富山県冬期道路情報のホームページです。 
 http://www.toyama-douro.toyama.toyama.jp 

●携帯電話からも確認できます。 
　 http://www.toyama-douro.toyama.toyama.jp/i/ 
　 http://www.toyama-douro.toyama.toyama.jp/y/ 
　 http://www.toyama-douro.toyama.toyama.jp/ez/ 

●県外の広域道路情報や道路情報一般は 
　日本道路交通情報センター（富山） ☎076－432－2223 

高速道路情報は次のホームページで 
●高速道路については 
　中日本高速道路（株）金沢支社富山保全・サービスセンター ☎076－421－9048 
　能越自動車道管理事務所 ☎0766－61－1191

道路情報等の問合せ案内 

NTTドコモ 

ソフトバンク 
a  u

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等
除
雪
助
成 

　
一
戸
建
て
住
居
の
屋
根

の
除
雪
に
費
や
し
た
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。 

対
象
者 

　
自
力
ま
た
は
親
族
・
近

隣
の
知
人
の
協
力
に
よ
る

雪
下
ろ
し
が
困
難
で
、
次

の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該

当
す
る
世
帯
。
た
だ
し
、

所
得
税
の
課
税
世
帯
及
び

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

世
帯
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
世
帯 

②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
夫

婦
世
帯 

③
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と

小
学
生
以
下
の
子
ど
も

で
構
成
さ
れ
る
世
帯 

④
身
体
障
害
を
持
つ
ひ
と

り
暮
ら
し
世
帯 

助
成
限
度
額 

　
１
０
、９
６
０
円 

（
一
冬
期
間
２
回
ま
で
） 

問
合
せ
先
　
長
寿
介
護
課

（
新
湊
庁
舎
） 

　
☎
82
―
１
９
５
２ 

（
屋
根
の
雪
下
ろ
し
） 

し
ん
み
な
と
お
お
は
し 



ま
ち
の
わ
だ
い 

子
ど
も 

ス
ポ
ー
ツ 

募
　
集 

イ
ベ
ン
ト 

案
　
内 

国
際
交
流
員 

相
　
談 

市
民
病
院 

保
健
だ
よ
り 

公
民
館 

消
費
生
活 

環
　
境 

ま
ち
の
わ
だ
い 

子
ど
も 

国
際
交
流
員 

相
　
談 

市
民
病
院 

保
健
だ
よ
り 

公
民
館 

消
費
生
活 

環
　
境 

ス
ポ
ー
ツ 

募
　
集 

イ
ベ
ン
ト 

案
　
内 
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11
18

　11月18日、新湊カニかに海鮮まつりが新湊漁港で開催されました。 

　冷たい雨の降るあいにくの天気でしたが、販売開始８時前からカ

ニを求める人たちで、長蛇の列ができました。 

　用意された２万匹のカニは開始１時間で売り切れとなりましたが、

カニ汁、カニめしなどのコーナーで、ほっかほかのカニ料理を味わ

っていました。 

　ステージイベントでは、新湊中

部保育園児によるカニかにダンスや、

白えびと桜えびの紅白えびが縁で

交流のある静岡県由比町のコーラ

スグループが寒ブリの歌など合唱し、

観客を楽しませていました。また、

さかなクンのトークショーや丸太

切り大会、だれでも参加できるミ

ニセリ市なども行われ１日大勢の

人でにぎわいました。 

新湊カニかに海鮮まつり 

　11月４日（日）環境とくらしフェアがミライクル館で行われ、

リサイクル再生品活用市やフリーマーケットなどのコーナーに、

市内外からたくさんの人が訪れました。また、環境に関する

コーナーでは、地球温暖化やリサイクルなど、身近な環境問題

に関して興味を抱いている親子連れの姿が多く見られ、真剣な

表情で資料に見入っていました。 

環境とくらしフェア 

　射水の農産物の魅力を存分に味わい、市内企業の製造品などを

展示販売する第２回射水市農業産業まつりが、小杉総合体育館で

11月10日（土）、11日（日）と２日間にわたって行われました。 

　会場には多くの人が訪れ射水の実りの秋を味わい、開催イベン

トではドリルマーチや子ども獅子舞、子ども太鼓などのアトラク

ションを楽しみました。 

　姉妹都市の北海道剣淵町と長野県千曲市からもじゃがいも、あ

んずなどの商品が出店され、たくさんの人が買い求めていました。 

 第2回射水市農業産業まつり 

11
4

10
28

　10月28日（日）小杉社会福祉会館で、多文化共生によるまちづ

くりのつどいが開催されました。 

　市内に住む外国人が増加し、文化や習慣の違いなどから様々な

問題が発生している中で、互いの文化の違いを理解し交流を図る

ために企画されました。 

　つどいでは、バングラディッシュ出身のヒラさんによるカレー

料理教室の開催や、「地域の防犯活動の取り組みと今後の課題」

をテーマとしたパネルディスカッション、新潟県聖籠町生活環境

課職員による地域防犯活動の講演会など同時開催され、一般公募

や防犯関係者・市内に住む外国人など70名が参加し文化や習慣の

違いを理解しながら交流を深めました。 

多文化共生によるまちづくり 

　10月２日（火）から中国・上海で行われた2007年スペシャルオリンピッ

ク夏季世界大会のボウリング競技に出場し、銀メダルを獲得された高岡養

護学校高等部３年前田恵介さん（小林）が、10月26日（金）市長に入賞報告

を行いました。前田さんはボウリングのシングル、ダブルス、チームの３

種目に出場され、ダブルスが２位でシングルとチームは４位の成績を収め

られました。母親の万里子さんと「みなさんのおかげです」と笑顔で話さ

れていました。 

銀メダル獲得！スペシャルオリンピック 

　射水市誕生２周年を記念し、11月３日（土）記念

フェスティバルが小杉文化ホールで行われました。 

　式典では、曳山まつりスタンプラリーのイベント

で当選された３名の方にベニズワイガニなどの賞品

が手渡されました。 

　アトラクションでは、和田朝子舞踊研究所の生徒

による踊り、ウィンドアンサンブルによる演奏のほか、

射水市混声合唱団が会場の観衆とともに射水市民の

歌「水きららかに街を射して」を歌った後、タレン

トはなわによるライブも行われ会場は大いに盛り上

がりました。会場外では、庄西子ども獅子の獅子舞

の後、音楽にあわせ約１千発の花火が打ち上げられ、

秋の夜空を彩りました。 

射水市民フェスティバル 

10
26

11
3
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環境について考える 環 境 に つ い て 考 え る エコネット　いみず 

あ
ん
し
ん
ル
ー
ム 

子
ど
も
の
悩
み
総
合
相
談
室 

　
あ
ん
し
ん
ル
ー
ム
で
は
、
子
ど
も
に

関
す
る
悩
み
を
お
聞
き
し
、
子
育
て
を

一
緒
に
考
え
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

相
談
下
さ
い
。 

★
場
所
　
射
水
市
役
所
小
杉
庁
舎
１
階

（
会
計
課
前
） 

★
相
談
日
　
月
曜
〜
金
曜
　
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
土
日
・
祝
日
は
休
み
） 

★
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

　
５７
　

ー
　

０
１
０
０ 

★
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

　ko
d
o
m
o
-s
o
u
d
a
n

＠c
ity.im

izu
. 

　to
ya
m
a
.jp
 

★
水
曜
日
は
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が

受
け
ら
れ
ま
す
。 

ほ
め
方
の
工
夫 

　
子
育
て
で
は
、
ほ
め
る
こ
と
が
大
事

だ
と
十
分
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
、
ほ
め

方
が
わ
か
ら
な
く
て
困
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。 

　
子
ど
も
に
と
っ
て
は
体
験
の
一
つ
一

つ
が
積
み
重
ね
に
な
る
の
で
、
親
の
価
値
・

判
断
や
そ
の
時
の
感
情
で
対
応
が
変
わ

ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
子

ど
も
の
立
場
に
た
っ
て
「
こ
ん
な
ふ
う

に
ほ
め
ら
れ
た
ら
、
子
ど
も
は
ど
う
感

じ
る
だ
ろ
う
」
と
考
え
、
子
ど
も
と
一

緒
に
喜
び
を
分
か
ち
あ
え
る
よ
う
な
ほ

め
方
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。 

　
子
ど
も
の
心
に
響
く
ほ
め
言
葉
は
、

子
ど
も
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
か
り
た

て
ま
す
。 

　「
す
ご
い
ね
」「
上
手
ね
」
な
ど
の
ほ

か
に
「
や
っ
た
あ
、
大
成
功
」「
あ
な
た

な
ら
で
き
る
と
信
じ
て
い
た
」
な
ど
感

情
を
こ
め
た
表
現
が
で
て
く
れ
ば
い
い

で
す
ね
。 

最
近
、
友
達
と
う
ま
く
い
か
な
い
し
、
そ
の
ほ
か
に
も
色
々
あ
っ
て
、
毎
日
落

ち
込
ん
で
い
て
、
外
に
出
る
の
が
つ
ら
い
な
あ
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
だ
れ
か
と

し
ゃ
べ
り
た
い
。
そ
う
だ
。
こ
の
前
行
っ
た
「
ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
」
に
思
い
き

っ
て
行
っ
て
み
よ
う
。 

　
　
　
こ
ん
に
ち
は
、
ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
に
よ
う
こ
そ
。 

こ
ん
に
ち
は
。
あ
か
げ
ん
く
ん
。
こ
っ
ち
の
お
兄
さ
ん
と
お
姉
さ
ん
は
？ 

ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
だ
よ
。
紹
介
す
る
ね
。 

こ
ん
に
ち
は
。
川
原
春
香
で
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
は
る
ね
ぇ
」
っ
て
呼

ば
れ
て
る
よ
。 

こ
ん
に
ち
は
。
東
雅
彦
で
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
Ｍ
Ａ
Ｘ
」
と
呼
ば
れ
て

マ
ス
。 

は
る
ね
ぇ
は
、
い
つ
も
元
気
な
お
も
し
ろ
お
姉
さ
ん
。
Ｍ
Ａ
Ｘ
は
、
ゲ
ー
ム
と

ア
ニ
メ
が
好
き
な
、
優
し
い
お
兄
さ
ん
。
ス
タ
ッ
フ
は
子
ど
も
た
ち
が
来
て
く

れ
る
の
を
と
っ
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
ん
だ
。 

ス
タ
ッ
フ
は
２
人
だ
け
な
の
？ 

ほ
か
に
も
絵
が
得
意
な
人
、
ス
ポ
ー
ツ
が
得
意
な
人
、
料
理
が
得
意
な
人
が
い
て
、

臨
時
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
に
来
て
く
れ
る
よ
。
勉
強
を
教
え

て
く
れ
る
人
も
い
る
よ
。 

こ
こ
で
１
日
を
過
ご
す
と
ど
ん
な
感
じ
？ 

こ
こ
に
来
る
子
ど
も
た
ち
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
一
緒
に

ラ
ン
チ
を
作
っ
て
食
事
を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
元
気
に
な
っ
て
い

く
ん
だ
よ
。
今
ま
で
、
人
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

子
ど
も
や
、
元
気
の
な
か
っ
た
子
ど
も
も
み
ち
が
え

る
ほ
ど
元
気
に
な
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
。
そ
し
て
、

自
信
を
取
り
戻
し
て
成
長
し
て
い
く
ん
だ
。 

ふ
う
ん
。
じ
ゃ
あ
今
日
は
、
こ
こ
で
の
ん
び
り
し
よ

う
か
な
。 

ど
う
ぞ
、
ゆ
っ
く
り
し
て
い
っ
て
ね
。 

あ
り
が
と
う
！ ほ

っ
と
ス
マ
イ
ル
へ
行
こ
う

ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
へ
行
こ
う

1213

ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
へ
行
こ
う

Ｊ
Ｒ
小
杉
駅
北
側
に
あ
る
「
射
水
市
子
ど
も
の
権
利
支
援 

セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
隔
月
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

子
ど
も 

川
原（
ス
タ
ッ
フ
） 

あ
か
げ
ん
く
ん 

ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
　
☎
55 
｜
２
７
９
９ 

　http://w
w
w
7.city.im

izu.toyam
a.jp/project/1203000/978/978_1.htm

l

さ
い
き
ん 

まっ
てるよ！

まっ
てるよ！

　
地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す
る
意
識
の
向
上
と
、

日
頃
の
生
活
（
行
動
）
に
お
い
て
、
実
際
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
地
球
温
暖
化

防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

市
内
小
・
中
学
生
か
ら
２
７
３
点
も
の
力
作

を
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
11
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
射
水
市

環
境
と
く
ら
し
フ
ェ
ア
会
場
で
全
作
品
を
展

示
し
、
優
秀
作
品
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
応
募
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
 

12
月
は
地
球
温
暖
化 

　
　
　
防
止
月
間
で
す 

19
年
度
地
球
温
暖
化
防
止
啓
発 

　
　
　
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品
発
表 太閤山小学校　由水 誠一 

小学生の部 最優秀賞 
大門中学校　河合 悦子 
中学生の部 最優秀賞 

※詳細は、ごみのカレンダーをご覧ください。 

直接搬入される場合 

燃えるごみ・燃えないごみ（クリーンピア射水）／資源リサイクルごみ（ミライクル館）／埋立ごみ（野手埋立処分所） 

平成19年12月29日（土）から平成20年１月３日（木）まで休みます。 

◆年末・年始のし尿の収集 
平成19年12月29日（土）から平成20年１月３日（木）までし尿の収集を休みます。 

◆油漏れに注意！ 
暖房を使用する季節です。灯油の流出事故など起こらないように、ポリタンク
への給油中にその場を離れたり、給油後のバルブの閉め忘れなどないようご注
意ください。 

と
も
だ
ち 

か
わ
は
ら
は
る

か 

あ
ず
ま
ま
さ
ひ
こ 

ま
っ
く
す 

よ 

ま
っ
く
す 

よ 

し
ょ
う
か
い 

や
さ 

と
く

い 

す 

か
ん 

あ
そ き

　
も 

と
　
　

も
ど 

せ
い
ち
ょ
う 

し
ょ
く
じ 

と
く

い 

り
ん

じ 

べ
ん
き
ょ
う 

い
っ
し
ょ 

お
し 

と
く

い 

り
ょ
う
り 

こ 

お
も 

川 

東（
ス
タ
ッ
フ
） 

東 

川 川 川 

東 

東 

い
ろ
い
ろ 

ま
い
に
ち

お 

射水市子ども施策推進委員会委員 

申込・問合せ先　子ども課　少子化対策班（新湊庁舎） 
〒934-8555　射水市本町二丁目10番30号 
TEL 82-1965　FAX 82-8269 
Eメール  kodomo@city.imizu.lg.jp

問合せ先 
　環境課（大島庁舎） 
　☎52－7967

募集内容 　子どもの幸せと健やかな成長を

図る社会の実現に向けて、今年６

月に制定した「射水市子ども条例」

に基づいて、子どもに関する施策

を総合的かつ計画的に推進するた

めに『射水市子どもに関する施策

推進計画』を策定します。策定に

あたり、「射水市子ども施策推進

委員会」の委員を募集します。 

　射水市子ども施策推進委員会は、

市長が委嘱する15人以内の委員

で組織し、今回公募する委員のほ

か学識経験者、関係団体の代表者

などで構成されます。 

２人 

委嘱の日から平成21年３月31日まで 

射水市内に住所がある方 

原則、平日の日中に開催する会議に継続して参加できる方 

12月17日㈪（当日必着）までに、郵便番号、住所、氏名、年齢、電
話番号、お子さんの年齢、応募理由を記載のうえ、申し込みく
ださい。 
はがき、FAX、Eメールのいずれかの方法で申込みください。 

・18歳未満のお子さんをもつ保護者を優先します。 
・応募多数の場合は、抽選により決定します。 
・選考結果は、直接応募者にお知らせします。 

募集人数 

委員の任期 

住　所 

その他 

 

応募方法 

 

 
選考方法 

応募要件 

視野を広げ　心豊かに Broadening Horizons

今回は、私の友達のALT
（外国語指導助手）を3
人ご紹介します。彼らは皆、
1年以上射水市内の中学
校や高校で働いているので、
皆さんもどこかで見かけ
たことがあるかもしれま
せん。ケーブルテレビの
私の番組にも出演予定な
ので、是非ご覧ください！ 

国際交流員 

アンドリュー・マカスキル 

ローラ・ラウントリー 

G'day everyone!

ハロー・エブリワン！ 
私はローラ・ラウントリーです。アメリカのケンタ
ッキー州から来ました。そう、ケンタッキー・フラ
イド・チキンで有名なケンタッキーです（笑）
2006年の8月から小杉高校でALTとして働いています。
生徒たちがとても元気でかわいいので、仕事が大好き

です。 趣味は裁縫と料理ですが、富山では美しい自然やコンサート
等も満喫しています。これからもさらに富山と日本を探索していき
たいです！ 

アレックス 
こんにちは！ 
私は大門中
学校のALT
のアレックス
（Alex）です。

アメリカのテキサ
ス州から来ました。趣味はス
キーと本を読むことです。ワ
シントン州のUniversity of 
Puget Soundという私立大
学でアジア研究を専攻し、3
年生の時に千葉県の神田外語
大学で留学もしました。日本
での生活はとても楽しく、日
本語も上達したので、ぜひま
た日本に来たいと思っていま
した。だからJETプログラム
に参加出来て、とても良かっ
たです。 
よろしくお願いします！ 

ローラ・キャラハン 
みなさんこんにちは！ 
私はローラ・キャラハンです。イギリスのコーンウ
ォール出身です。イギリスにいた頃、日本の長い歴
史や伝統文化についてよく耳にし、ぜひ自分の目で
見てみたいと思っていました。新湊高校で英語を教え
て約2年半になるので、富山は私の2番目の故郷になり

つつあります。射水市で一番びっくりしたのは、溝の中に魚
が暮らしていることです！学校の周りの溝には、カニやザリガニ、
小さな魚が見えます。私にとって日本に来たのは、大変素晴らしい
体験でした。外国に住むと、世界について本当によく見えるように
なるので、ぜひ皆さんにも挑戦してもらいたいです。 

年末・年始のごみの収集 
平成19年12月31日（月）から平成20年1月2日（水）までごみの収集を休みます。 

※詳細は、ごみのカレンダーをご覧ください。 

募集しま
す！ 

募集しま
す！ 

左から東さん、川原さん 
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行政相談 
人権相談 
 
 
 
 
心配ごと相談 
 
 
成年後見制度相談 
 
 
 
無料法律相談 
 
 
 

住宅相談 
 

年金相談 
 
 
税理士の無料税務相談 

 
消費生活相談 
 
障害者サテライト相談 

女性のこころと生き方相談 
 
教育相談 
家庭児童・母子父子相談 
青少年育成相談 
 
子どもの悩み総合相談 
 
（心理カウンセラーによる相談） 
ほっとスマイル 
　　　　　子ども相談 
 
 
臨床心理士による 
　　　　　子育て相談 
 
 
 
 

保健師による育児相談 
 
 
 
交通事故相談 
巡回交通事故相談 
時間外無料医療相談 

相　　談　　名 12　月 １　月 時　　間 場　　　　　所 備　　　　考 

一人で悩まず相談してみてはいかがですか！ 
時間と場所を確認し、ご相談ください。 困ったときには相談を… 

小杉社会福祉会館 
新湊福祉会館 
大門総合会館 
大島社会福祉センター 
福王寺 
小杉社会福祉会館 
新湊福祉会館 
大門総合会館 
大島社会福祉センター 
福王寺 
布目庁舎別館 

小杉庁舎 
 

小杉社会福祉会館 
 
 
新湊福祉会館 
 
新湊交流会館 
太閤山ショッピングセンターパスコ 
射水商工会議所 
新湊庁舎 
 
高岡本丸会館 
 

大島庁舎 
 
大島社会福祉センター 
働く婦人の家 
 
教育センター 
新湊庁舎 
少年育成センター 
 
小杉庁舎　１階 
子どもの悩み総合相談室 
 
子どもの権利支援センター 
「ほっとスマイル」 
新湊子育て支援センター 
小杉北部子育て支援センター 
小杉南部子育て支援センター 
大門きらら子育て支援センター 
大島子育て支援センター 
下村子育て支援センター 
新湊子育て支援センター 
小杉北部子育て支援センター 
小杉南部子育て支援センター 
大門きらら子育て支援センター 
大島子育て支援センター 
下村子育て支援センター 
富山警察署分庁舎 
高岡総合庁舎 
射水市民病院医療相談室 

 
 
☎57－1627 
 
 
☎55－2813 
☎82－8450 
☎52－7080 
☎52－5010 
☎59－2002 
☎82－1952 
要予約（12/13、1/10より） 
☎57－1627 
要予約（11/30、1/4より） 
☎55－2813 
要前日予約 
（8:30～受付　定員６人） 
☎82－8450 
☎82－4511 
☎55－1298 

☎52－7965 
 
要予約（12/6、1/11） 
定員４人受付順 
☎25－6624 
火・金曜日は専門員が対応 
☎52－7974（直通） 
☎82－1951 
☎55－5650 
（12月は9:00～11:00のみ） 
☎82－1678 
☎82－1953 
☎56－2148 
☎・FAX 57－0100 
E-mail:kodomo-soudan@ 
city.imizu.toyama.jp 
＊要予約　連絡先は上記と同じ 
要予約　☎55－2799 
E-mail:smile@toyamav.net 
☎82－8018 
☎55－5582 
☎56－5700 
☎52－1303 
☎52－7551 
☎59－8088 
 
＊子育て支援センター 
開所時間中は、随時保 
育士による子育て相談 
を受け付けています。 
 
☎076－444－4400 
☎21－9411 
☎82－8100

各
　
種
　
相
　
談
　
ご
　
と 

 
 

13:00～16:00 
 
 
 
 

13:00～16:00 
 
 

14:00～16:00 

13:00～16:00 
 

13:00～15:30 
 
 

13:30～16:30 
 

10:00～15:00 
10:00～16:00 

10:00～15:00 
 
 

13:00～15:00 
 

9:00～16:00 
 

13:30～15:00 
9:00～11:00 
14:00～16:00 
13:00～17:00 
9:00～17:00 
8:30～17:00 

 

9:00～17:00 
 
 

14:00～17:00 
 
 
 

10:00～11:30 
 
 
 
 
 

10:00～11:30 
 
 
 

13:00～15:00 
10:00～15:00 
17:30～19:00

５日 
12日 
19日 
25日 
３日 
 
 
 
 
 

26日 

27日 
 

14日 
 
 

19日 
 

16日 
 

７日 
21日 

 
21日 

 
 
 
 

12日 
19日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

６日 
７日 
14日 
27日 
21日 
21日 

 
18日 

 
 

12日 
6日 

７日・21日 
13日 

 
９日 
16日 
22日 

 
 
 
 
 
 

23日 

24日 
 

11日 
 
 

16日 
 

20日 
 

４日 
18日 

 
17日 

 
 
 
 

16日 
30日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

４日 
４日 
11日 
10日 
18日 
18日 
15日 

 
15日 
15日 

 
 

７日・18日 
10日 
28日 

月曜日～金曜日 
(祝日除く) 
毎週火曜日 

月・水・金曜日 
月曜日～金曜日 
月曜日～金曜日 

月曜日～金曜日 
（祝日除く） 

 
毎週水曜日（祝日除く） 

月曜日 
水曜日 
 

毎週月曜日（祝日除く） 
毎週水曜日（祝日除く） 
毎週水曜日（祝日除く） 
第４火曜日（祝日除く） 
第１月曜日（祝日除く） 

（＊１）…多くの方の相談を受け付けたいため、前回の相談より６か月以上期間をあけて申し込みください。 

　いよいよ冬も本番、インフルエンザに注意が必要な
季節になりました。 
　当院外来でワクチンの予防接種がうけられます。 
　当院に受診中の方は受診時に接種可能ですが、受診
していない方は下記のとおり行います。 
期　間　12月21日（金）までの毎週水曜と金曜の週２回 
　　　　（12月14日を除く） 
時　間　午後５時30分～７時（予約制にて実施） 
料　金　一般4,000円 
予約は医事課にて受け付けます。１日20人で締切ります。 

12月14日㈮ 
 
12月21日㈮

SICK DAY 
食事療法と単位配分 
足の感覚とバランス機能について 
糖尿病と合併症 

保　健　師 
栄　養　士 
理学療法士 
堀内科医長 

糖尿病教室のお知らせ インフルエンザ予防接種について 
時　間　午後１時30分～午後３時 
場　所　市民病院２階大会議室 
持参するもの 

筆記用具、食品交換表（当病院売店で取り扱
っています）、青いファイル（教育入院等で持
っておられる方）、電卓 

月　日 内　　容 担　　当 

射水市民病院 
乳がん検診って意味あるの？ 

外科部長 

　近年がん患者の増加に伴い、
国民のがんに対する意識向上
が進むとともに、がん対策基
本法の成立へと徐々に機運が
盛り上がってきています。特
に女性のがんの中では、1995
年以降乳がんの罹患率がトッ
プを占め、死亡率に関しても
漸増している状況です。好発
年齢は他のがんと比較し40～
50歳代と働き盛りの女性に一
致しており、由々しき事態と
言えます。他方欧米の諸外国､
特に米国やイギリスでは、
1990年ごろを契機に乳がん

死亡率の低下が顕著であり、その原因の一つに乳がん検診
受診率の向上が挙げられます。ちなみに我が国での検診受
診率は全国平均5～10％前後であり、欧米の70～80％と
比較しても差は歴然としています。 
　また、検診の在り方として平成12年度からマンモグラフ
ィー（以下MMGと記す。）併用検診が推奨され､ 富山県で
は平成15年度全国１位のＭＭＧ併用検診受診率を達成しま
した。乳がん発見率は約3倍弱に増加するとともに早期発
見率も65％と従来の一般診療のそれ（約40％前後）と比
較しても高くなっています。今後は乳がん検診受診率の更
なる向上が死亡率減少への一歩になると考えます。 

島多勝夫 

Hospital

TEL82－8100

射水市民病院 射水市民病院 

内科・循環器科副部長 

　循環器疾患および睡眠
時無呼吸症候群の検査や
治療を専門に行っています。 
《睡眠時無呼吸症候群について》 
　睡眠中に一過性の無呼
吸を繰り返す状態です。
睡眠中に起こる病態であ
るため、気付かれずに放
置されていることが多い
と思われます。頭が重い
感じ・日中の眠気・集中
力の低下などの症状があり、
肥満あるいは大きないび

きを有する人は睡眠時無呼吸症候群を合併してい
る可能性があります。睡眠時無呼吸症候群は、高
血圧・糖尿病・心臓病の増悪要因とも考えられて
おり、積極的な診断と治療が好ましいと考えられ
ます。気になる方はお気軽にご相談ください。 

高川順也 

新任副部長紹介 

　
身
近
で
起
こ
っ
て
い
る
悪
質
商
法
。
こ
れ
か
ら
順
次
、
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
巧
妙
な
「
敵
」
の
手
口
を
知
っ

て
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
「
利
用
し

た
覚
え
の
な
い
請
求
」
に
つ
い
て
で
す
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突
然
、
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
請
求
を
さ
れ
、「
払
わ
な
い

と
裁
判
を
お
こ
す
」
と
強
迫
的
だ
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し

ま
す
か
？
も
ち
ろ
ん
、
払
わ
な
く
て
良
い
ん
で
す
。
で
も
、
実

際
は
慌
て
て
、
お
金
を
払
い
込
ん
で
し
ま
う
人
も
い
て
、
富
山

県
で
も
、
架
空
請
求
に
よ
る
被
害
総
額
は
、
５
、
１
８
７
万
円
（
今

年
１
月
〜
９
月
）
に
も
な
っ
て
い
る
ん
で
す
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こ
の
手
口
は
、
ま
ず
業
者
か
ら
ハ
ガ
キ
、
封
書
、
電
報
、
パ

ソ
コ
ン
や
携
帯
の
メ
ー
ル
を
送
っ
て
き
ま
す
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そ
の
内
容
は
、 

例
１
　「
民
事
訴
訟
裁
判
通
達
」「
強
制
執
行
」「
裁
判
所
か
ら

の
支
払
い
督
促
」
な
ど
の
言
葉
で
、
不
安
を
あ
お
る
。 

例
２
　
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
や
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
利
用
料
を
、

い
か
に
も
利
用
し
た
か
の
よ
う
に
錯
覚
さ
せ
る
。 

例
３
　
何
回
も
送
り
つ
け
、
不
安
を
あ
お
る
。 

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
最
終
的
に
皆
さ
ん
か
ら
相
手
先
へ
連

絡
を
す
る
よ
う
仕
向
け
、
利
用
料
と
し
て
お
金
を
請
求
し
て
き

た
り
、
弁
護
士
を
紹
介
す
る
と
い
っ
て
、
そ
の
弁
護
士
費
用
を

請
求
し
た
り
す
る
の
で
す
。 

　
対
処
法
と
し
て
は
、 

１
　
利
用
し
て
い
な
け
れ
ば
、
支
払
わ
な
い
。 

２
　
相
手
に
問
い
合
わ
せ
を
し
な
い
（
個
人
情
報
を
知
ら
せ
な
い
）。 

３
　
不
安
な
ら
ば
、
相
談
す
る
。 

　
つ
ぎ
つ
ぎ
と
新
し
い
手
口
が
で
て
き
て
い
ま
す
。
迷
っ
た
り
、

困
っ
た
り
し
た
ら
ぜ
ひ
相
談
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

●
射
水
市
消
費
生
活
相
談
（
大
島
庁
舎
生
活
安
全
課
内
） 

　
月
〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

（
火
・
金
曜
日
は
専
門
員
対
応
）
　
☎
52
―
７
９
７
４ 

●
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
高
岡
支
所 

　
月
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時 

　
☎
25
―
２
７
７
７ 

消費生活 ～利用した覚えのない請求（架空請求）～ 
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内 

1617

月 新しいピロリ菌除菌療法 
入浴と睡眠について 
成人病胎児期発症説 
口腔ケアと肺炎 
高齢者の不眠 
関節リウマチ 
しもやけ ※12月29日～１月3日は年末年始のテーマとなります。 

火 
水 
木 
金 
土・日 

保険医協会の 
健康テレホンサービス 

12月のテーマ 
☎076－442－0003

※対象地区以外で健診などを受診される場合は、お住まいの地区の保健センターへご連絡ください。 

保健だより 保健だより 12月号 
・１歳６か月児健康診査、３歳６か月児健康診査、 
　予防接種は、個人通知をしませんので、毎月の広報 
　「いみず」を見て会場へお越しください。 

休日在宅当番医・歯科医（診療時間　午前9時～午後5時） ※都合により変更になる場合があります。受診の際は直接医療機関に電話でご確認ください。 
月　日 電　話 

木戸クリニック（朴木）（神内） 
浅山外科胃腸科医院（八塚）（外胃） 
イワオ歯科医院（三ケ） 
中新湊内科クリニック（中新湊）（内） 
たかはし内科医院（三ケ）（内・小） 
まきの歯科医院（高岡市） 
ひのき整形外科（善光寺）（整外・外・内） 
道振整形外科医院（二口）（整外） 
原田歯科医院（高岡市） 
梅崎クリニック（海老江）（内・小） 
おおがくクリニック（中太閤山）（内・眼） 
三島歯科医院（二口） 

82－7300 
52－3553 
56－6766 
82－2000 
55－5522 
26－1177 
84－8800 
52－5699 
28－3123 
86－8420 
56－4000 
52－2827

12月２日 
（日） 
 

12月９日 
（日） 
 

12月16日 
（日） 
 

12月23日 
（日） 

医　　院　・　病　　院 月　日 電　話 
越野医院（本町）（内・小） 
渡辺内科クリニック（二口）（内） 
金子歯科医院（高岡市） 
越野医院（立町）（内・小） 
真生会富山病院（下若）（内・眼） 
山下歯科クリニック（高岡市） 
尾島外科胃腸科医院（桜町）（外・胃） 
富川クリニック（南太閤山）（外・内） 
八田歯科医院（高岡市） 

82－2600 
52－6030 
22－1590 
82－2855 
52－2156 
63－8148 
84－8552 
56－7373 
27－7618

12月24日 
（祝） 
 

12月30日 
（日） 
 

12月31日 
（年末） 

医　　院　・　病　　院 

母と子の健康診査・教室・相談・予防接種 （12月1日～1月10日） 

 

 

３～４か月児健康診査 

 

 

 

１歳６か月児健康診査 
 

 

 

３歳６か月児健康診査 

（むし歯予防教室をあわせて実施） 

 

むし歯予防教室 

（１歳６か月児・３歳児） 

 

むし歯予防教室 

（２歳児・２歳６か月児） 
 

もうすぐパパママ教室《要申込み》 

新米パパママ教室《要申込み》 

マタニティ教室Ａ《要申込み》 

マタニティ教室Ｂ《要申込み》 

ぴよぴよ相談 

（育児・母乳相談、絵本の読 

　みきかせ、離乳食実習） 

 

 

にこにこ相談 

（育児・栄養相談） 

 

 

 

ＢＣＧ 

項　　　　　　　目 実　施　日 受 付 時 間 

 

 

 

健診 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談 

 

 

 

 

 

予防 

接種 

12月４日（火） 

12月５日（水） 

12月12日（水） 

12月13日（木） 

１月８日（火） 

12月５日（水） 

12月７日（金） 

12月12日（水） 

１月９日（水） 

12月６日（木） 

12月13日（木） 

12月20日（木） 

１月10日（木） 

12月14日（金） 

12月18日（火） 

12月21日（金） 

12月10日（月） 

12月11日（火） 

12月19日（水） 

12月15日（土） 

12月１日（土） 

12月７日（金） 

12月18日（火） 

12月４日（火） 

12月10日（月） 

12月14日（金） 

12月21日（金） 

12月６日（木） 

12月11日（火） 

12月17日（月） 

12月20日（木） 

１月10日（木） 

12月11日（火） 

12月14日（金） 

12月19日（水） 

12月20日（木） 

会　　　　場 

大門保健センター 

大島保健センター 

射水市民病院 

小杉保健センター 

大門保健センター 

新湊保健センター 

大門保健センター 

小杉保健センター 

新湊保健センター 

小杉保健センター 

大門保健センター 

新湊保健センター 

小杉保健センター 

新湊農村環境改善センター 

大門保健センター 

小杉保健センター 

新湊農村環境改善センター 

小杉保健センター 

大門保健センター 

大島保健センター 

下村保健センター 

新湊保健センター 
 

新湊保健センター 

下村保健センター 

小杉保健センター 

大門保健センター 

大門保健センター 

大島保健センター 

新湊保健センター 

小杉保健センター 

大門保健センター 

大門保健センター 

大島保健センター 

新湊農村環境改善センター 

小杉保健センター 

 

 

13:00～13:20 

 

 

 

13:00～13:20 

 

 

 

13:00～13:20 
 

 

 

13:00～13:20 

 

 

13:00～13:20 

 

　9:15～　9:30 

　9:15～　9:30 

13:15～13:30 

　9:15～　9:30 

13:00～13:30 

 

　9:30～10:00 

 

 

 

　9:30～10:00 

 

　 

13:30～14:00 
 

13:00～14:00 

13:30～14:30

対　　　象　　　者 

 

H19年８月生 
 

 

H19年９月生 

 

H18年５月生 

 

H18年６月生 

 

Ｈ16年６月生 

 

Ｈ16年７月生 

１歳６か月児（Ｈ18年５月生） 

３歳児（Ｈ16年12月生） 

の教室参加者 

２歳児（Ｈ17年12月生） 

２歳６か月児（H17年６月生） 

の教室参加者 

妊婦とその夫 

生後６か月～１歳児をもつ両親 

妊婦 
 

 

生後８か月まで 
 

 

 

 

生後９か月以降 

 

 

 

H19年８月生 

対象地区 

大門 

大島 

新湊 

小杉・下 

大門 

新湊 

大門･大島 

小杉・下 

新湊 

小杉・下 

大門・大島 

新湊 

小杉・下 

新湊 

大門・大島 

小杉・下 

新湊 

小杉・下 

大門・大島 

全市 

全市 

全市 
 

 

全市 
 

 

 

 

全市 

 

 

大門 

大島 

新湊 

小杉・下 

問合せ先 ・健康推進課（新湊庁舎） 
・新湊保健センター 
・小杉保健センター 

TEL82－1954　FAX82－3175 
TEL82－8416　FAX82－8419 
TEL56－3007　FAX56－3008

・大門保健センター 
・大島保健センター 
・下村保健センター 

TEL52－7070　FAX52－7071 
TEL52－7970　FAX52－5595 
TEL59－8021　FAX59－8022

大島室内 
ウォーク 

12月14日（金） 
集合午後１時20分 大島体育館 

歩いて！集めて！楽しく健康づくり 

「いみず元気ウォークスタンプラリー」に 
参加しましょう！ 

持参するもの 
スタンプシート（持っている方）、内履き、水筒 

どなたでも参加できます。 

日　時 場　所 

健康な歯で元気家族 
富山県「母と子のよ
い歯のコンクール」
（健康な歯と歯ぐき
をもつ母と子）表彰
式が、11月８日（木）、
県庁で行われ、山田
紀子さん、千里歌ち
ゃん（三ケ）が最優
秀賞を受賞されました。 

母子で健康な歯を 
維持されている山田さん 

ＭＲ（麻しん・風しん混合） 
２期予防接種はお済みですか？ 

C型肝炎・C型肝炎ウイルス 
検査について 

　平成18年４月からＭＲ（麻しん・風しん混合）２期予防
接種は、小学校就学前の１年間（年長児）に１回接種する
ことになりました。以前に麻しん予防接種及び風しん予防
接種をそれぞれ単独で接種した方も対象となります。まだ
接種していないお子さんは、平成20年３月31日（月）までが
期限となりますので、接種されますようお勧めします。 
 
【第２期対象者】平成13年４月２日生～平成14年４月１日 
　　　　　　　　生の方（保育園等の年長児） 
【接 種 期 限】平成20年３月31日（月）まで 
【接 種 場 所】市内指定医療機関（※予約が必要です） 
【持　ち　物】ＭＲ（麻しん・風しん混合）２期接種券、 
　　　　　　　　母子健康手帳 

※対象の方にはすでに接種券が送付されています。 

～フィブリノゲン製剤の投与を受けた可能性のある
と思われる方は、一度血液検査を受けてください～ 
 

　平成６年以前に手術や治療の際、フィブリノゲン製剤

を投与された方は肝炎ウイルスに感染している可能性が

一般の方より高いと考えられます。そのため、厚生労働

省では、フィブリノゲン製剤の納入先とされている医療

機関を公表し、同製剤を投与された可能性のある方々に

対し肝炎ウイルス検査の呼びかけをしています。（公表

医療機関については、厚生労働省ホームページをご覧に

なるか、高岡厚生センター射水支所へお問い合わせくだ

さい。） 

 

治療を受けた医療機関が分かっている場合は、医療機

関へ相談しましょう。 

Ｃ型肝炎やＣ型肝炎ウイルス検査についてご相談のあ

る方は、高岡厚生センタ－射水支所（☎56－2666）

または健康推進課・各保健センターへご連絡ください。 

◆すでに麻しんまたは風しんのどちらかにかかっ
た方は、かかっていない方のワクチンを単独で
接種することになりますので、予防接種券の交
換が必要です。各保健センターまたは健康推進
課までご連絡ください。 

年末年始 

受賞おめでとうございます 
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よ
り
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書
館
だ
よ
り

新
刊
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案
内 

 

〜
近
く
の
図
書
館
に 

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
〜 

 

《
一
般
図
書
》 

白
洲
正
子
の
宿
題 

 

白
洲
　
信
哉 

王
の
記
憶 

五
味
　
文
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60
歳
か
ら
の
仕
事
ガ
イ
ド 

 

上
田
信
一
郎 

下
流
社
会 

第
２
章 

三
浦
　
　
展 

変
わ
る
保
育
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普
光
院
亜
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実
況
解
説
！
イ
ン
ド
式
算
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松
井
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食
品
の
カ
ラ
ク
リ
⑥ 

 

宝
　
島
　
社 

俺
の
彼 

島
田
　
洋
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望
み
は
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と
訊
か
れ
た
ら 

 

小
池
真
理
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書
庫
の
母 

辻
井
　
　
喬 

剣
客
春
秋
　
初
孫
お
花 

 

鳥
羽
　
　
亮 

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
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永
井
す
る
み 

い
つ
か
は
恋
を 

藤
田
　
宜
永 

頼
山
陽
（
上
・
下
） 

見
延
　
典
子 

渋
谷
に
里
帰
り 

山
本
　
幸
久 

あ
じ
さ
い
日
記 

渡
辺
　
淳
一 

《
郷
土
資
料
》 

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
誕
生 

 

富
　
山
　
市 

遭
難
者
を
救
助
せ
よ
！ 

 

細
井
　
　
勝 

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

平日は夜７時まで 

○数字 中央館の休館日 

12月の図書館カレンダー 

全館休館日 
地域館の休館日 

日 月 火 水 木 金 
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25

5

12

19

26

土 

◜
ク
リ
ス
マ
ス
児
童
集
会 

日
時
　
12
月
８
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
〜 

会
場
　
新
湊
図
書
館
児
童
室 

◜
冬
の
お
楽
し
み
子
ど
も
会 

日
時
　
12
月
15
日
㈯

　
　
　
午
前
11
時
〜 

会
場
　
中
央
図
書
館 

☆
年
末
年
始
の
お
知
ら
せ 

年
内
は
、
12
月
28
日
㈮
ま
で

新
年
は
、
１
月
４
日
㈮
か
ら 

※
両
日
と
も
午
後
５
時
ま
で

開
館
し
ま
す
。 
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31
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海王丸ロードレース 
盛大に開催 
海王丸ロードレース 
盛大に開催 
海王丸ロードレース 
盛大に開催 
　10月14日（日）秋晴れのもと、海王丸ロー

ドレースが行なわれました。 

　県外からの参加者も含めて、572名のラン

ナーが10kmから５km、３km、２kmの各

コースにわかれて潮風のごとく駆け抜け、さ

わやかな汗を流していました。 

　各部門の優勝者は別表のとおりです。 

沿道での御声援に応えて、 

　射水市チーム大健闘　４位入賞 
　11月11日（日）富山県駅伝競走大会が富山県庁前から

高岡までを往復する42.5kmのコースで行われました。 

　冷たい雨が降るあいにくの天気にもかかわらず、競技が

行われた県道富山高岡線の沿道には、多くの駅伝ファンや

市民が射水市チームの力走に熱い声援を送っていました。 

　結果は、昨年と同じ４位でしたが、区間によっては、著

しい成長を見せている選手も多く、来年に期待が膨らむ大

会でした。 

　市では、本州のパークゴルフ発祥の地であること
をＰＲするため、主要道路沿い２箇所にパークゴル
フＰＲ看板を設置しました。 
　設置箇所は、県道富山高岡線（旧国道８号）の西
二俣交差点近くの緑地（鷲塚）と、国道８号沿いの
市有地（稲積）です。 

　11月6日（火）から、インドで行われていた柔道アジア
ジュニア選手権大会女子70キロ級に出場し見事優勝し
た小杉高校2年田知本遥選手が19日、市長に優勝報告を
行いました。 
　１回戦、準決勝、決勝の全試合で１本勝ちをするなど
圧倒的な強さを見せた田知本選手は、「弱気にならない
よう強い気持ちを持ったことが良かった。今後は、国際
大会のチャンスがあれば、確実に優勝できるようにしたい。」
と笑顔で報告し、今後の決意を語られました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　市では、市民との協働を推進するため、学識経験者
などで構成する「協働のまちづくり推進会議」におい
て「協働のまちづくり基本指針」「協働への具体的な
取組」について審議しています。 
　今回、よりよい地域社会を実現するため、基本指針
と具体的な取組についての素案を公表し、市民のみな
さんからご意見を募集します。 
 

■募集期限 
　12月14日（金）必着 
■意見を提出できる方 
◜市内在住もしくは通勤・通学している方 
◜市に納税義務のある個人・法人の方 
◜市にあるＮＰＯ法人・ボランティア団体に参加、
活動している方など 

■意見の提出方法など 
　基本指針素案、具体的な取組素案については、市
ホームページのほか、各地区行政センターにあります。 
　意見用紙に必要事項を記入の上、市民協働課また
は各地区行政センターへ直接提出、もしくは郵便、
ファクシミリ、電子メールで提出ください。 
■提出された意見の取扱い 
　提出された意見には、原則として市の考え方と素
案の修正内容を市のホームページで公表します。 
　提出された意見に対して個別の回答はいたしませ
んのでご了承ください。 
　なお、意見をいただいた方の住所・氏名等の個人
情報は公表いたしません。 
■問合せ先 
　市民協働課（小杉庁舎） 
　☎57－1622　Fax56－1524 
　メール　kyoudou@city.imizu.lg.jp 
　ホームページ 
　　　　http://www.city.imizu.toyama.jp/top.aspxファミリー 

10km 

 

５km 

 

３km 

 

３km 

 

２km 
 

２km

男子 

女子 

男子 

女子 

男子 

女子 

男子 

女子 

男子 

女子 

徳満　裕也 

加藤　正美 

竹内　勝哉 

橋本　沙也 

川田　悦士 

綾川　結香 

四方田春樹 

前田　祥恵 

潟渕　晋也 

有島みなみ 

榎本　大倭・雅寿 

射水市 

石川県 

射水市 

射水市 

射水市 

射水市 

 

大門中 

 

 

富山市 

興南中 
（富山市） 

堀岡スポーツ 
少年団 
宮田小 
（氷見市） 

一
　
　
　
般 

中
学
生 

小
学
生 

親子連れでにぎわった「読書フェスタ」 

市民との協働のまちづくりを目指して 
―基本指針などの策定に向けて、市民のみなさんのご意見を募集します― 

パークゴルフの里　看板設置 おめでとう　田知本　遥選手 

第１回協働のまちづくり推進会議の様子 

（敬称略） 

パークゴルフの里　看板設置

問合せ先　スポーツ課（下庁舎）☎59－8093
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作
道
小
学
校
で
は
、
１
〜
４

年
生
が
、
ク
イ
ズ
に
答
え
な
が

ら
地
図
を
た
よ
り
に
校
区
を
探

検
す
る
「
道
の
子
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、「
古
く
か

ら
地
域
に
伝
わ
る
も
の
」
や
公

共
の
施
設
な
ど
で
、
自
分
た
ち

の
住
む
作
道
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。 

　
今
年
は
、
10
月
２
日
に
実
施

し
、
今
井
神
社
の
「
狛
犬
」、

布
目
の
「
赤
地
蔵
」、
新
湊
博

物
館
で
は
地
域
の
偉
人
「
石
黒

信
由
」、「
石
黒
宗
麿
」
に
関
す

る
問
題
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
「
子
供
一
一
〇
の
家
」
を
確

認
す
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
で

す
。
校
区
の
み
な
さ
ん
は
沿
道

で
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、

子
供
た
ち
も
元
気
に
あ
い
さ
つ

を
し
て
い
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
校
区
の
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
や
交
通
安
全
指
導
員

の
方
々
に
安
全
を
見
守
っ
て
い

た
だ
い
て
、
無
事
に
行
事
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
行
事
で
、
１
〜
４
年
の

縦
の
つ
な
が
り
を
よ
り
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

４
年
生
は
、
危
険
箇
所
を
確
認

し
た
り
、
下
級
生
と
仲
良
く
遊

ぶ
計
画
を
立
て
た
り
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
頼
も
し
く
成
長

し
た
よ
う
で
す
。 

今回は 射水市立 作道小学校 

地域を探り、結ぶきずな 

ツゥインクルナイトin小杉 
イルミネーションが冬の夜空を彩る 

　
今
月
の
ひ
と
な
か
ま
は
、
自
治

会
活
動
や
生
涯
学
習
活
動
、
子
ど

も
向
け
の
体
験
事
業
活
動
な
ど
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

る
川
口
洋
一
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
川
口
さ
ん
は
、
現
在
60
歳
。
善

光
寺
自
治
会
で
の
自
治
会
活
動
や

自
宅
の
１
階
部
分
を
開
放
し
た
民

公
館
の
運
営
、
シ
ニ
ア
世
代
で
地

域
の
活
性
化
を
企
画
す
る
「
じ
ゃ

会
お
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」
の
事
務
局
長
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

　
児
童
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
を
通
し
、

女
性
が
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い

る
姿
を
み
て
、
シ
ニ
ア
世
代
の
男

性
も
地
域
活
動
に
ひ
っ
ぱ
り
だ
さ

な
け
れ
ば
と
感
じ
、
平
成
13
年
に

「
じ
ゃ
会
お
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」（
お
や

じ
を
逆
か
ら
読
ん
で
命
名
）
を
結

成
し
ま
し
た
。 

　
当
初
は
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
と

し
た
魚
の
さ
ば
き
方
教
室
な
ど
の

活
動
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
に

地
域
の
よ
さ
を
教
え
た
い
と
い
う

思
い
で
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と

し
た
魚
の
さ
ば
き
方
教
室
「
し
ん

み
な
と
魚
の
学
校
」
を
始
め
ま
し

た
。
魚
の
絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、
３
０
０
点
近
く
の
応
募
が
あ

り
、
３
部
門
各
10
点
に
図
書
券
と

絵
手
紙
が
入
っ
た
賞
状
を
送
っ
て

い
ま
す
。
魚
の
学
校
も
一
時
期
、

経
費
な
ど
の
問
題
か
ら
事
業
を
や

め
よ
う
と
思
っ
た
そ
う
で
す
が
、

周
り
か
ら
の
希
望
も
あ
り
、
一
部

自
費
を
投
じ
な
が
ら
も
継
続
し
て

い
ま
す
。「
こ
れ
ら
の
活
動
は
、

趣
味
で
や
っ
て
い
る
こ
と
。
趣
味

に
お
金
を
つ
ぎ
込
む
の
は
誰
で
も

や
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。」
と
川

口
さ
ん
は
語
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
年
数
回
の
魚
の
学
校
以

外
に
恒
常
的
に
子
ど
も
た
ち
と
接

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
公
園

な
ど
で
竹
と
ん
ぼ
や
風
車
の
作
り

方
を
教
え
、
一
緒
に
遊
ぶ
「
友
遊

楽
校
」
も
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。 

退
職
し
た
現
在
、
１
日
の
リ
ズ
ム

を
つ
く
る
た
め
の
日
課
と
し
て
、

朝
５
時
か
ら
魚
市
場
へ
魚
の
写
真

な
ど
を
撮
り
に
行
き
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。 

　
「
退
職
し
て
か
ら
は
、
周
り
の

人
か
ら
忙
し
そ
う
で
う
ら
や
ま
し

い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
と

接
す
る
こ
と
で
元
気
を
も
ら
う
。

こ
れ
は
お
金
に
か
え
ら
れ
な
い
も

の
で
す
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。 

　
川
口
さ
ん
の
地
域
活
動
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら 

http://jyaaoclub.w
eb.fc2.com

/
　
「
あ
な
た
の
ハ
ー
ト
で
冬
の
夜

空
を
ツ
ゥ
イ
ン
ク
ル
さ
せ
て
み
ま

せ
ん
か
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

る
『
ツ
ゥ
イ
ン
ク
ル
ナ
イ
ト
in
小

杉
』
。 

　
Ｊ
Ｒ
小
杉
駅
、
小
杉
地
区
の
下

条
川
周
辺
や
商
店
街
を
中
心
に
、

約
５
５
、０
０
０
個
も
の
電
球
を

使
用
し
た
光
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
豪
華

に
灯
り
ま
す
。 

　
夢
と
輝
き
を
満
載
し
た
光
の
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
を
発
信
し
、
暗
く
寂

し
い
冬
の
夜
を
明
る
く
賑
や
か
に

照
ら
す
、
県
内
有
数
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。 

　
寒
く
粉
雪
舞
う
季
節
に
夜

空
を
華
や
か
に
灯
す
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
は
何
と
も
幻
想

的
で
す
。
12
月
１
日

か
ら

１
月
31
日

ま
で
の
午
後
５

時
か
ら
10
時
ま
で
ツ
ゥ
イ
ン

ク
ル
し
ま
す
。 

　
あ
な
た
は
誰
と
ご
覧
に
な

り
ま
す
か
？ 

い
み
ず
の
人
　な
か
ま 

お
金
に
か
え
ら
れ
な
い
も
の 

※
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
市
民
協
働
課
　
☎
57 
｜
１
６
２
２ 

川
口
　
洋
一
さ
ん 

V o l . 2 5
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企業広告 企業広告 

あ 

あ 



ま
ち
の
わ
だ
い 

子
ど
も 

ス
ポ
ー
ツ 

募
　
集 

イ
ベ
ン
ト 

案
　
内 

国
際
交
流
員 

相
　
談 

市
民
病
院 

保
健
だ
よ
り 

公
民
館 

消
費
生
活 

環
　
境 

ま
ち
の
わ
だ
い 

子
ど
も 

国
際
交
流
員 

相
　
談 

市
民
病
院 

保
健
だ
よ
り 

公
民
館 

消
費
生
活 

環
　
境 

ス
ポ
ー
ツ 

募
　
集 

イ
ベ
ン
ト 

案
　
内 

2223

情　報 
ひろば 

詳細な情報については 

問合せ先で 

確認してください 

情　報 
ひろば 
情　報 
ひろば 

募
　
　
　
集

   

市
民
病
院
職
員 

職
員 

　
看
護
師
　
15
人 

募
集
期
限
　
12
月
14
日
⛯ 

試
験
日
　
12
月
21
日
⛯ 

臨
時
職
員 

看
護
師
　
若
干
名 

パ
ー
ト
職
員 

理
学
療
法
士
　
　
１
人 

問
合
せ
先
　
市
民
病
院
総
務
課 

☎
82
―
８
１
０
０ 

 

平
成
１９
年
度
保
育
園
臨
時

職
員 

臨
時
保
育
士 

資
格
　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
者 

勤
務
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
７

時
（
た
だ
し
、
１
日
８
時
間
交

代
勤
務
） 

給
料
　
月
給 

　
　
　
　
１
４
８
、０
０
０
円 

　
　
　
（
資
格
取
得
２
年
未
満
） 

　
　
　
　
１
５
３
、８
０
０
円 

　
　
　
（
資
格
取
得
２
年
超
） 

問
合
せ
先
　
子
ど
も
課
（
新
湊
庁

舎
）
☎
82
―
１
９
５
３ 

 

自
衛
隊 

                         

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生 

日
時
　
１
月
21
日
⛫
・
23
日
⛭
・

24
日
⛮
・
28
日
⛫
・
30
日
⛭
・

31
日
⛮
・
２
月
４
日
⛫
・
６
日
⛭ 

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

会
場
　
働
く
婦
人
の
家
　 

内
容
　
パ
ソ
コ
ン
講
座
（
封
筒
・

千
代
紙
作
り
・
フ
ォ
ト
ア
ル
バ

ム
作
り
） 

対
象
者
　
射
水
市
在
住
ま
た
は
勤

務
す
る
方
　
パ
ソ
コ
ン
基
本
操

作
の
で
き
る
方 

定
員
　
15
人 

＊
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
働
く
婦

人
の
家
で
抽
選 

受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
特
別
教

材
等
は
受
講
者
が
負
担
） 

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
12
月
28
日

⛯
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

申
込
・
問
合
せ
先 

　
〒
９
３
９
―
０
３
４
１ 

　
射
水
市
三
ケ
１
７
６
９
―
１
０ 

　
働
く
婦
人
の
家 

　
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
55
―
２
２
３
８ 

 

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募

集
中
！ 

　
学
び
た
い
気
持
ち
が
入
学
資
格
。 

放
送
大
学
は
15
歳
以
上
な
ら
誰
で

も
学
べ
る
通
信
制
の
大
学
で
す
。 

　
開
設
授
業
科
目
は
約
３
０
０
。

著
名
な
講
師
陣
が
あ
な
た
の
学
び

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

問
合
せ
・
資
料
請
求 

　
放
送
大
学
富
山
学
習
セ
ン
タ
ー 

　
☎
56
―
９
２
３
０ 

　to
yam
a.sc@

u
-air.ac.jp

 

（
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
） 

　h
ttp
://w
w
w
.u
-air.ac.jp

 

（
出
願
受
付
） 

　
２
月
29
日
⛯
ま
で 

　
※
募
集
要
項
は
無
料
送
付 

   

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会 

　
全
国
一
斉
多
重
債
務
者
相
談
ウ

ィ
ー
ク
中
の
12
月
12
・
13
日
に
、

弁
護
士
、
司
法
書
士
に
よ
る
多
重

債
務
者
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。 

日
時
　
12
月
12
日
⛭
・
13
日
⛮

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

場
所
　
富
山
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー

サ
ン
フ
ォ
ル
テ
３
０
３
号
室 

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

申
込
・
問
合
先
　
富
山
県
県
民
生

活
課
消
費
生
活
係 

　
☎
０
７
６
―
４
４
４
―
３
１
２
９

 

第
２
回
児
童
絵
画
展 

　
小
杉
地
区
小
学
校
児
童
に
よ
る

絵
画
作
品
１
３
０
点
余
り
を
展
示

し
て
い
ま
す
。 

日
程
　
12
月
27
日
⛮
ま
で 

場
所
　
小
杉
展
示
館 

　
戸
破
（
茶
屋
町
）
４
２
８
６
―
１ 

開
館
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
（
入
館
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
） 

休
館
日
　
月
曜
日
（
祝
日
の
と
き

は
翌
日
） 

入
館
料
　
無
料 

問
合
せ
先
　
射
水
市
小
杉
展
示
館 

　
☎
55
―
３
３
３
８ 

   

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除 

　
税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
が
減

額
と
な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
額
が
減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で
に

住
宅
の
取
得
等
を
さ
れ
、
所
得
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
受
け
て
い
る

方
で
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
は
、
平
成

20
年
度
以
降
の
住
民
税
（
所
得
割
）

か
ら
控
除
で
き
ま
す
。 

【
申
告
方
法
】 

確
定
申
告
を
行
わ
な
い
給
与
所

得
者
の
場
合 

　
年
末
調
整
済
み
の
給
与
所
得
の

源
泉
徴
収
票
を
、「
市
町
村
民
税
・

道
府
県
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
申
告
書
（
給
与
収
入

の
み
を
有
し
て
お
り
確
定
申
告
書

を
提
出
し
な
い
納
税
者
用
）」
に

添
付
の
上
、
市
役
所
各
地
区
行
政

セ
ン
タ
ー
（
各
庁
舎
１
階
）
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
平
成
19
年
分
の
源
泉
徴
収
票
か
ら
、

摘
要
欄
に
「
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
可
能
額
」
が
記
載
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
記
載
が
あ
っ
て

も
必
ず
し
も
住
民
税
か
ら
の
減
額

措
置
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の

で
は
な
い
で
す
が
、
減
額
措
置
の

申
告
を
す
べ
き
か
ど
う
か
の
１
つ

の
目
安
と
な
り
ま
す
。 

確
定
申
告
を
行
う
納
税
者
の
場
合 

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
と
と
も
に
、

「
市
町
村
民
税
・
道
府
県
民
税
の

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申

告
書
（
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る

納
税
者
用
）」
を
高
岡
税
務
署
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
確

定
申
告
相
談
会
（
広
報
い
み
ず
平

成
20
年
２
月
号
掲
載
予
定
）
会
場

で
も
お
預
か
り
で
き
ま
す
。 

【
申
告
書
の
設
置
場
所
】 

　
平
成
20
年
１
月
か
ら
市
役
所
各

地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
（
各
庁
舎
１

階
）
に
設
置 

（
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
納
税

者
用
は
、
高
岡
税
務
署
に
も
設
置

し
ま
す
。） 

【
申
告
期
限
】  

　
平
成
20
年
３
月
17
日
⛫
ま
で 

（
こ
の
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た

め
に
は
、
毎
年
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。） 

問
合
せ
先
　
課
税
課
（
大
島
庁

舎
２
階
）
☎
52
―
７
９
６
０ 

消防本部からのお知らせ 消防本部からのお知らせ 
消
防
出
初
め
式 

　
１
年
の
安
心
・
安
全
を
願
い
、
市
内
消
防
団
員
な
ど
約
４
６
０
名
・

車
両
30
台
が
集
ま
り
、
消
防
出
初
め
式
を
行
い
ま
す
。 

開
始
時
間
及
び
会
場 

午
前
９
時
30
分
か
ら
、
分
列
行
進
・
26
分
団
の
一
斉
放
水 

　
【
小
杉
庁
舎
】 

午
前
10
時
か
ら
、
式
典
・
は
し
ご
登
り
な
ど 

　
【
小
杉
文
化
ホ
ー
ル
・
ラ
ポ
ー
ル
】 

 

出
初
め
式
写
真
コ
ン
ク
ー
ル 

応
募
方
法
　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
ま
た
は
、
フ
イ
ル
ム
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
も
の
。 

（
２
Ｌ
　
１
人
３
点
以
内
）
な
お
、
写
真
裏
面
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。 

部
　
　
門
　
子
供
の
部
（
中
学
生
以
下
）・
一
般
の
部 

応
募
締
切
　
１
月
20
日
⛪
必
着 

各
　
　
賞
　
部
門
ご
と
に
最
優
秀
賞
１
名
、
優
秀
賞
３
名
、
佳
作
１
名

を
選
考
し
、
賞
状
と
商
品
（
図
書
カ
ー
ド
）
を
贈
呈
し
ま
す
。 

そ

の

他
　

入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。 

表
彰
式
は
消
防
本
部
で
行
う
予
定
で
す
。 

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。 

応
募
・
問
合
せ
先 

〒
９
３
９
｜
０
３
３
２
　
射
水
市
橋
下
条
１
５
２
２ 

射
水
市
消
防
本
部
　
☎
56 
｜
９
４
８
３ 

※
各
署
・
所
へ
直
接
持
参
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。 

 

『
消
防
自
動
車
等
の
緊
急
走
行
に
対
す
る 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
』 

　
消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車
は
、
一
刻
も
早
く
火
災
な
ど
の
災
害
現

場
に
急
行
し
、
被
害
を
最
小
限
と
す
る
た
め
消
防
活
動
を
行
い
、
ま
た

急
病
人
に
は
応
急
処
置
を
行
い
、
速
や
か
に
病
院
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

　
消
防
自
動
車
等
は
、
緊
急
時
に
迅
速
に
通
行
す
る
た
め
、
道
路
交
通

法
で
は
「
緊
急
自
動
車
」
と
し
て
、
一
般
の
車
両
よ
り
も
優
先
し
て
走

行
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
消
防
自
動
車
等
の
円
滑
な
緊
急
走
行
の
た
め
に
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
合
せ
先
　
射
水
消
防
署
　
☎
56
―
０
１
１
９ 

　
　
　
　
　
新
湊
消
防
署
　
☎
82
―
８
３
３
３ 

●小杉ふれあいセンター　☎56－4080 
今月の催事 
　○12月21日（金）松前一座・歌謡ショー
　○12月５日（水）藤山一座・歌謡ショー
　○12月12日（水）ひまわり一座・歌謡ショー 
●大門コミュニティーセントー 
今月のギャラリー 
　○写真展　ビルマ仏跡を行く 
　　　　　　　　　　　　西田栄一（緑ヶ丘） 

申込・問合せ先　自衛隊高岡地域事務所　☎21－2411

募集種目 
２等 

陸・海・空士 
（男　子） 

 

自衛隊生徒 

資　　格 受 付 期 間 試 験 期 日 
 
平成19年12月16日（日） 
 
１次 
　平成20年１月12日（土） 
２次 
　平成20年１月26日（土） 

 
平成19年12月15日（土）まで 
 
 

平成20年１月８日（火）まで 

18歳以上 
　27歳未満の方 
 
 
中卒（見込含） 
17歳未満の男子 

平
成
20
年
１
月
５
日

今月の納税 今月の納税 
固定資産税　第３期 
国民健康保険税　第６期 
納期限　12月25日（火） 
納税は口座振替が便利です！ 

納税課（☎52－7962）または 
最寄りの金融機関にお問合せください。 

ポルトガル語 
困りごと・生活相談 

日時　12月17日⛫　午後２時～午後５時 
場所　射水市役所小杉庁舎201会議室 

CONSULTAS DE PROBLEMAS E  
SOBRE A VIDA DIARIA 

(em portugues) 
Data e tempo: 17 de Dezembro (Segunda-feira)  

de 14:00 para 17:00  
Local: prefeitura de Imizu－Kosugi Chosha 

Sala de reuniao－201.

ウルドゥ語交流支援員がサポートします！！ 
ご こうりゅうしえんいん 

場所　射水市役所小杉庁舎201会議室 

問合せ　財団法人とやま国際センター　☎076－444－2500

　ば しょ　　 い みず し やくしょこすぎちょうしゃ　　　かい ぎ しつ 

といあわ　　　　ざいだんほうじん　　　　　　こくさい 

ウルドゥ語と日本語を話す交流支援員が、パキスタン人 

住民の生活相談や、地域住民とパキスタン人住民との交流を 

支援します。 

12月の相談日は以下のとおりです。ぜひご利用ください。 

日時　平成19年12月14日（金）、28日（金） 

時間　14：00～17：00

催
　
し
　
物

案
　
　
　
内

　　　　　　　　 ご 　　 に ほん ご 　　はな　　こうりゅうしえんいん　　　　　　　　　　　　　　じん 

じゅうみん　せいかつそうだん　　　　ちいきじゅうみん　　　　　　　　　　　 じんじゅうみん 

　し えん 

　　がつ　　そうだん び　　　い　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り よう 

にち じ 　　へいせい　　ねん　　がつ　　にち　　　　　　　にち 

　じ かん 
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は
じ
め
よ
う
！
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ 

　
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
て
本

人
が
申
告
期
限
内
に
確
定
申
告
を

行
っ
た
場
合
、
所
得
税
額
か
ら
最

大
５
、０
０
０
円
控
除
さ
れ
ま
す
。

（
平
成
19
年
分
、
20
年
分
確
定
申

告
の
い
ず
れ
か
１
回
で
、
所
得
税

額
が
限
度
に
な
り
ま
す
。） 

【
必
要
な
も
の
】 

住
基
カ
ー
ド
（
手
数
料
５
０

０
円
、
交
付
ま
で
最
長
18
日

間
） 

電
子
証
明
書
（
手
数
料
５
０

０
円
、
住
基
カ
ー
ド
発
行
後
、

即
日
発
行
で
き
ま
す
） 

住
基
カ
ー
ド
に
対
応
し
た
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
射
水
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。 

問
合
せ
先 

特
別
控
除
制
度
に
つ
い
て 

　
高
岡
税
務
署
（
代
表
） 

　
☎
21
―
２
５
０
１ 

住
基
カ
ー
ド
、
電
子
証
明
書
に

つ
い
て 

　
市
民
・
保
険
課
（
戸
籍
住
民
係
）

☎
52
―
７
９
６
４ 

そ
の
他
、
技
術
的
な
事
項
に
つ

い
て 

　
情
報
政
策
課 

　
☎
57
―
１
６
２
６ 

 

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い 

　
経
済
産
業
省
で
は
、
我
が
国
の

製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
全
国
の
製
造
事
業
所
を

対
象
に
工
業
統
計
調
査
を
毎
年
12

月
31
日
現
在
で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け

て
富
山
県
知
事
に
任
命
さ
れ
た
調

査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い

し
ま
す
。 

　
皆
様
か
ら
ご
提
出
し
て
い
た
だ

く
調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
合
せ
先
　
企
画
政
策
課 

　
☎
57
―
１
６
２
３ 

 

第
59
回
人
権
週
間 

（
12
月
４
日
〜
12
月
10
日
） 

育
て
よ
う
　
１
人
１
人
の
　
人
権
意
識 

―
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の

な
い
命
を
大
切
に
― 

　
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

人
権
の
世
紀
と
い
わ
れ
る
21
世
紀

に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
尊
重
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
、
家
庭
、
学
校
、

職
場
、
地
域
社
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
「
人
権
と
は
何
か
」
と

い
う
こ
と
を
１
人
１
人
が
考
え
、

豊
か
な
人
権
意
識
を
育
て
て
、
周

囲
へ
の
思
い
や
り
や
行
動
が
で
き

る
よ
う
、
こ
の
人
権
週
間
に
あ
わ

せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
啓
発
活
動
を

行
い
ま
す
。 

女
性
の
人
権
を
守
ろ
う 

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う 

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う 

障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う 

部
落
差
別
を
な
く
そ
う 

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う 

外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
や
め
よ
う 

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う 

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う 

性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う 

問
合
せ
先
　
総
務
課
（
小
杉
庁
舎
） 

　
☎
57
―
１
６
２
７ 

 

ご
存
知
で
す
か
？
「
と
や

ま
子
育
て
応
援
団
」 

　
「
と
や
ま
子
育
て
応
援
団
」
は
、

家
族
の
ふ
れ
あ
い
や
、
企
業
・
地

域
な
ど
社
会
全
体
で
子
育
て
家
庭

を
応
援
す
る
制
度
で
、
昨
年
10
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
毎
月
第
３
日
曜
日
か
ら
始
ま
る
１

週
間
の
期
間
を
中
心
に
、
18
歳
未
満

（
高
校
生
含
む
）
の
子
ど
も
連
れ
の

家
族
が
、
協
賛
店
や
施
設
を
利
用
し

た
際
に
、
持
参
し
た
優
待
券
を
提
示

す
る
こ
と
で
、
割
引
や
特
典
な
ど
の

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
２
、０
０
０
を
超
え
る
多
く

の
店
舗
な
ど
が
協
賛
し
て
い
ま
す
。

優
待
券
は
市
内
の
公
共
施
設
に
置
い

て
あ
る
ほ
か
、
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

 

パ
ワ
ー
Ｕ
Ｐ
ポ
イ
ン
ト 

①
携
帯
サ
イ
ト
が
で
き
ま
し
た
。

携
帯
画
面
を
優
待
券
の
代
わ

り
に
店
舗
に
提
示
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。 

②
免
許
証
サ
イ
ズ
の
優
待
カ
ー

ド
が
で
き
ま
し
た
。
財
布
に

す
っ
き
り
入
り
ま
す
。 

③
毎
月
１
回
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
最

新
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。 

④
岐
阜
県
の
「
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー

ド
」
と
の
相
互
使
用
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。 

※
協
賛
店
も
募
集
中
で
す
！ 

問
合
せ
先 

　
富
山
県
知
事
政
策
室 

　
☎
０
７
６
―
４
４
４
―
４
０
６
９ 

　http://kosodate.derideri.jp/ 
 

１
月
１
日
と
２
日
の
万
葉

線
は
運
賃
１
０
０
円
で
す 

　
１
月
１
日
と
２
日
は
、
万
葉
線

電
車
の
全
区
間
が
終
日
ワ
ン
コ
イ

ン
１
０
０
円
（
大
人
、
子
ど
も
同

額
）
で
乗
車
で
き
ま
す
。
初
詣
や

新
年
の
お
出
か
け
は
万
葉
線
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
　
万
葉
線
株
式
会
社
　

☎
25
―
４
１
３
９ 

地
の
利
を
活
か
し
、広
げ
る
活
動
の
輪 

放
生
津
公
民
館 

　
平
成
10
年
１
月
に
新
築
さ

れ
た
放
生
津
公
民
館
は
、
新
湊

第
３
地
区
第
１
種
市
街
地
再
開

発
事
業
実
施
と
併
せ
て
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
５
階
建
に

設
置
さ
れ
た
特
殊
な
公
民
館
で
す
。

１
階
は
、
事
務
室
、
集
会
室
、

実
習
室
と
和
室
、
２
階
は
、
会

議
室
、
和
室
、
児
童
室
が
あ
り
、

さ
ら
に
社
会
教
育
施
設
「
あ
ゆ

の
風
セ
ン
タ
ー
」
が
併
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
３
階
か
ら
５
階
は

市
営
住
宅
、
１
階
の
一
部
は
食

事
所
が
あ
る
な
ど
他
に
あ
ま
り

例
の
な
い
公
民
館
で
す
。 

　
市
街
中
央
部
を
流
れ
る
内
川

を
核
と
し
て
周
辺
に
は
曳
山
車

収
納
庫
や
特
徴
の
あ
る
橋
な
ど

名
所
が
数
多
く
あ
り
、
地
の
利

に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。 

　
年
間
４
万
人
余
が
公
民
館
を

利
用
し
、
活
気
が
あ
り
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
あ
ゆ
の
風
学
級

と
36
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
住

民
が
熱
心
に
参
加
さ
れ
和
や
か

な
雰
囲
気
が
満
ち
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
社
会
教
育
団
体
が
会
議

等
に
使
用
さ
れ
、
地
域
住
民
の

安
全
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
情
報
交
換
の
拠
点
と

し
て
職
員
一
同
努
め
て
い
ま
す
。 

　
公
民
活
動
の
特
徴
と
し
て
２

年
前
か
ら
、
福
光
方
面
へ
親
子

同
伴
で
筍
狩
り
の
野
外
活
動
を

実
施
し
好
評
で
す
。
今
年
度
は

万
葉
集
に
親
し
む
講
座
の
一
環

と
し
て
史
跡
探
訪
と
万
葉
集
朗

唱
の
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
若
い
人
た
ち
と
の
活
動

の
場
を
広
げ
る
こ
と
が
課
題
で
す
。 

し
く
生
涯
学

楽

習

問合せ先　管財課（小杉庁舎）☎57－1631

射水市の工事等発注状況 
（請負金額が1千万円以上のもの） 

入札による契約　平成19年10月契約分 
工事（委託）名 

工事 

施工場所等 請負金額 請　負　業　者 

射水市新湊中央文化会館改修工事（電気設備工事） 
 
射水市新湊中央文化会館改修工事（舞台機構工事） 
布目庁舎受変電設備更新工事 
市道串田新梅ノ木線道路改良工事 

小杉公共下水道事業雨水管布設（第２工区）工事 
 

小杉公共下水道事業雨水管布設（第３工区）工事 
 
市道松木作道線道路改良工事その３ 
大島特定環境保全公共下水道事業汚水管布設（第８工区）工事 
新湊公共下水道事業汚水管改築（第２工区）工事 

市道戸破１４９号線道路改良工事 
 
新湊公共下水道事業汚水管改築（第５工区）工事 
松木地内外鉛製給水管更新工事 
新湊公共下水道事業汚水管改築（第４工区）工事 

三日曽根 
 
三日曽根 
布目 
新田 

中太閤山 
５丁目 

中太閤山５、 
６丁目 

作道 
中野 
桜町 

中央通り 
一丁目、元町 

桜町 
松木 
中央町 

きんでん・電協舎射水市新湊中央文化会 
館改修工事（電気設備工事）共同企業体 

三精輸送機㈱ 
㈲アワエ電工 
㈱大橋建設 

丸正建設㈱ 
 

伸栄工業㈱ 
 
㈱大橋建設 
㈱中野土建 
ラック㈱ 

㈱大成 
 
㈱アースクリーン２１ 
関原配管 
㈱青山組 

152,250,000円 
 

180,600,000円 
31,290,000円 
18,480,000円 

15,330,000円 
 

14,574,000円 
 

23,016,000円 
18,270,000円 
14,364,000円 

13,650,000円 
 

12,574,800円 
11,130,000円 
16,590,000円 

随意契約　平成19年9月契約分 
工事（委託）名 

委託 

施工場所等 請負金額 請　負　業　者 

クリーンピア射水定期点検業務委託 西高木 神戸アイ・イー・サービス㈱ 96,075,000円 

　市の関係機関は、12月29日（土）から１月３日（木）まで休みとなります。

ただし、次の施設・業務については、異なりますのでご注意ください。 

年末年始の執務についてのお知らせ 

コミュニティバス 

大門農村環境改善センター 

大門コミュニティセントー 

海竜スポーツランド 

12月29日～１月３日 

12月29日・30日 

12月29日・30日 

12月28日・１月４日 

土日祝ダイヤで運行 

開館 

開館 

午後５時まで開館 

新湊農村環境改善センター 

大門いきいきサロン 

新湊博物館 

陶房「匠の里」 

大島絵本館 

市内各体育館 

市内各グランド・テニスコート 

12月28日～１月３日 

12月28日～１月３日 

12月28日～１月４日 

12月28日～１月４日 

12月28日～１月４日 

12月28日～１月３日 

12月28日～１月３日 

休館 

休館 

休館 

休館 

休館 

休館 

使用不可 
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射水市文化施設のネーミングライツ 
（施設命名権）を募集！ 

2627

■問合せ先　総務課（小杉庁舎）☎57－1627

射水警察署　　　　　　☎55－0110
■問合せ先　生活安全課（大島庁舎）☎52－7966

■問合せ先　文化課（下庁舎）☎59－8092

射水市洪水ハザードマップに関する 
意見募集 

　市では、市内に影響のある河川で洪水が発生した場合の
浸水情報と避難に関する情報を分かりやすく提供し、人的
被害を防ぐことを目的とした「射水市洪水ハザードマップ」
の作成を進めています。このマップは、洪水時だけでなく、
防災意識の高揚や避難訓練など平常時の使用も想定してい
ます。 
　より良いマップを作成するため、素案を公表し、市民の
皆さんからのご意見を募集します。  
【素案の公表方法】 
　市ホームページでの公開および総務課、各行政セン
ターでの閲覧 
【募集期間】 
　　平成20年１月31日（木）まで 
【募集対象者】 
・射水市内に居住もしくは通学・通勤している人 
・市内に事業所を有する個人または法人 
【意見の提出方法】 
　所定の用紙に住所、氏名、電話番号を明記し、 
総務課防災・危機管理係へ直接又は郵送・ファックス
（57－0528）・Eメール（soumu@city.imizu.lg.jp）で
提出してください。 
　※お電話でのご意見は受け付けません。 
【結果の公表】 
　提出された意見の概要と検討結果については、市ホー
ムページおよび総務課にて公表します。（ご意見をいただ
いた方の氏名等は一切公表しません。） 

期間　12月11日（火）～12月20日（木） 
スローガン 
　　　ゆっくり走ろう　雪のふる里　北陸路 
重点　１　飲酒運転の根絶 

飲酒運転の悪質性・危険性、交通事故の悲惨
さを訴えて意識向上を進めるとともに、運転
者の交通意識の高揚を図り、飲酒運転を根絶
する。 

　　　２　アップライト運動の推進 
見通しが悪くなり重大事故に繋がるおそれの
ある夕暮れ時と、夜間の交通事故防止意識を
より一層高める。 
※夜間の自動車運転ではライトを下向きから上向き
に切り替えると、ドライバーから見える範囲は約
40ｍから約100ｍへと伸びます。 

３　後部座席を含むシートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底 
全席でのシートベルトの着用を徹底し、交通
事故発生時における被害の防止・軽減を図る。 
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年末の交通安全県民運動 

【募集期間】 
12月３日（月）から12月28日（金）まで 
なお、応募期間が過ぎて、スポンサーが決定しない場合は、
随時受け付けを予定しています。 
【施設命名の開始時期】 
平成20年４月１日（火）または市の指定する日 

【募集施設】 
射水市新湊中央文化会館、射水市小杉文化ホール 
【契約期間】 
３年または５年 
【条件】 
県内外の企業（ただし、市有料広告掲載基準により、募
集企業の制限があります。） 
【応募用紙等】 
文化課の他、ホームページに掲載しています。 

射水市文化施設のネーミングライツ 
（施設命名権）を募集！ 

　公道での自動車等の迷惑駐車等を防止し、市民

が安全で快適な生活を営むことを目的として、市

迷惑駐車等の防止に関する条例に基づき次の路線

を重点地区に指定しました。重点地区では、迷惑

駐車等をしている者に対し、迷惑駐車等をしない

よう広報活動を行ったり、違法駐車の取締りその

他の迷惑駐車等を防止するために必要な措置を他

の地域に優先して講ずるよう警察署に要請するこ

とができます。 

 

指定する迷惑駐車等防止重点地区の名称 

大江地区迷惑駐車等防止重点路線 

 

区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定年月日　平成19年12月１日（土） 

迷惑駐車等防止重点地区の 
指定について 

射水市文化施設のネーミングライツ 
（施設命名権）を募集！ 

8 8

線部分 

大江 

重点路線 

白石 

　2007年秋の叙勲・褒章が発表され、長年に

わたり国家または公共に対し功労のある方に

送られる瑞宝双光章など、市内在住の７名の

方が受賞されました。 

＊氏名（年齢・住居地（旧市町村名））（順不同） 

瑞宝双光章
元特定郵便局長 

（70歳・青井谷（小杉）） 

御後　一夫氏 

　昭和33年に金山郵便局に
入局後、呉西特定郵便局長
会の理事、会長を歴任され、
46年間にわたり郵便業務発
展に貢献されました。 

の 秋 叙勲 褒章 の 
叙勲 
褒章 

瑞宝双光章
元警視正 

（74歳・中太閤山（小杉）） 

上田　敏之氏 

　黒部、砺波署長など歴任
され、平成４年に警察学校
長で退職されるまで39年に
わたり、地域の治安維持に
貢献されました。 

瑞宝双光章
元県警部 

（75歳・戸破（小杉）） 

高田　清孝氏 

　警察官として40年間勤め
られ、地域の防犯に貢献さ
れるとともに、在職中、退
職後にわたり地域の柔道振
興に貢献されています。 

瑞宝単光章
元国鉄職員 

（79歳・黒河（小杉）） 

開口　吉弘氏 

　昭和23年から富山車掌区
や県内各駅を回り、昭和58
年に小杉駅長で退職される
まで、34年にわたり鉄道業
務に従事されました。 

瑞宝単光章
元大門町消防団分団長 

（75歳・串田（大門）） 

高田　幸夫氏 

　昭和31年に入団され、櫛
田分団長として退任される
平成８年まで、約40年にわ
たり地域の防災活動に貢献
されました。 

瑞宝単光章
元県警部 

（75歳・手崎（小杉）） 

神名　勇治氏 

　昭和28年の高岡署から、
平成５年の小矢部署まで約
40年にわたり、交通・防犯・
外勤部門を中心に地域の安
全に貢献されました。 

瑞宝単光章
元新湊市消防司令長 

（67歳・東名西町（新湊）） 

国沢　正孝氏 

　新湊消防署長などを歴任
され、阪神淡路大震災では
消防県隊として派遣され、
38年にわたり消防活動に貢
献されました。 

秋 
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大島絵本館 

TEL 56-6116

12月、年末年始の休館日＝３日、10日、17日、25日、28日～１月４日 

12月、年末年始の休園日＝４日、11日、18日、25日、26日、29日～１月３日　　12月より駐車場無料 

場所　カフェギャラリー 

場所　パフォーマンスホール 

場所　ギャラリー 

おおしま手づくり絵本コンクール2007入賞作品展 
　　　　　　　　＆『あだんのぼうけん』絵本原画展 

関屋敏隆　絵本原画展 

1000点を超える応募作品の中からみごと入賞した絵本を展示します。
どれも心と力がこもった世界にたったひとつの手づくり絵本です。 

冒険や探検にあこがれた作
者が、手づくりヨットで日
本一周をした学生たちを主
役に絵本をつくりました。 
シンプルで、かつ元気が出
てきそうな絵柄は、見る人
を冒険の世界にさそいます。 
『手づくりヨットで日本一
周6500キロ（小学館）』『ぼ
くらは知床探検隊（岩崎書
店）』 

自然観察会「森の恵みを楽しもう」 

太閤山ランドガイドボランティア
の案内により、園内を散策します。
また、園内で採取した木の葉や小
枝等を使い、クリスマスリースや
ミニ門松を作ります。 

小杉文化ホール　ラポール TEL 56-1515
12月の休館日＝４日、11日、18日、25日 
http://www.hitwave.or.jp/rapport/

“福を呼ぶ干支の絵馬作り”陶芸教室のお知らせ 
もうすぐ新年、新しい年に願いを込めて“干支の絵馬”をつくりましょう。 
200８年も皆様に幸せが訪れますように…。 

12月1日（土）～27日（木） 

12月9日（日）・10日（月） 
10時～13時 
場　所　海王丸桟橋（海王丸乗船口前） 
参加費　無料 

9時30分～15時頃 
参　加　費　１グループ  500円 
申し込み先　太閤山ランド 
募 集 期 間　12月14日（金）まで 

太閤山ランド 

TEL 82-5181

餅つき大会 

海王丸乗船者先着100名様にお餅と豚汁を振
る舞います。 
※振る舞い開始時間 
　11時頃～（準備ができ次第） 

海王丸パーク 12月、年末年始の休館日＝3日、10日、17日、25日、29日～１月３日、7日 
http://www.kaiwomaru.jp/

http://www.toyamap.or.jp/taikou-land

陶房「匠の里」 TEL 54-1201
12月、年末年始の休館日＝４日、11日、18日、25日、28日～１月４日 

新湊博物館 TEL 83-0800
12月、年末年始の休館日＝４日、11日、17日、18日、19日、25日、28日～１月４日 

富本憲吉 
「色絵金銀彩 
　羊歯模様六角小箱」 

企画展「東京国立近代美術館　工芸名品展」 特別展　射水の町・村 
－高樹文庫資料－ 12月16日（日）まで 
12月20日（木）～2月24日（日） 

12月1日（土）～1月30日（水） 

12月16日（日） 

12月24日（月・振休） 
毎週金曜・土・日曜、祝日 日没～21時 

イルミネーションの点灯 

「帆船海王丸」が約400個の電球で飾られます。普段見るこ
とのできない海王丸の姿を是非一度ご覧ください。 
※その他不明な点がございましたら下記までお気軽にお問い
合わせください。 

平成19月12月21日（金）～平成20月1月6日（日） 

写真の作品は金、銀と赤で羊歯（しだ）模様を描
いた人間国宝 富本憲吉（1886～1963）の作です。
独創的な模様を作ることを主張した富本の最高傑
作のひとつで、華麗ななかにも清楚な輝きをみせ
ています。この小箱をはじめ、近現代の工芸史上、
代表的な名品52点を紹介しています。 

新湊中央文化会館 TEL 82-8400
12月の休館日＝17日 
http://www5.ocn.ne.jp/̃chubun/

絵本館かるた大会 

新年第一弾！射水市をテーマにした絵本館オリジナルジャンボかる
たです！たくさんとれたら、あなたも射水名人に…！各回幼児の部、
小学生の部があります。 

1月5日（土） 午前11時～、午後2時～ 

年末年始の休館日 
　12月28日（金）～1月4日（金）まで 

新年は1月5日（土）から開館します。 

問合せ先　㈶伏木富山港・海王丸財団　☎82－5181 
　　　　　ホームページ：http://www.kaiwomaru.jp/

布袋寅泰 HOTEI and The WANDERERS 
FUNKY PUNKY TOUR 2007-2008
12月15日（土） 

午後5時30分開場 
午後6時30分開演 

入場料：全席指定 
　　　　6,800円 

日本屈指のロック・ギタリスト“布袋寅泰”の新
たな可能性を感じさせるツアー。迫力のギター・
サウンドと共に繰り広げられる気品と野生を兼ね
備えたロックを存分に楽しもう。 

好評発売中
！ 

平成19年１月より５月まで、リニューアル工事のため、
大・小ホールの使用を休止いたします。（展示室・練習
室は使用できます。） 
ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願
いいたします。 

ラポールに集う音楽サークルが贈るクリスマスコンサート。
歌あり、ミュージカルありで趣向を凝らしたステージでみ
なさんをお迎えします。 
お子さんからお年寄りまで楽しめる素敵なコンサートです。 

ラポールクリスマスコンサート 
12月23日（日・祝） 午後2時開演 
ひびきホール　入場無料 
【内容】 
○音楽のステージ 
　ラポールウィンドアンサンブル（吹奏楽） 
　ラポールヴィヴァーチェ（女声コーラス） 
　GOUy－Gi（アフリカンパーカッション） 
○ミュージカルステージ「ピーター・パンの冒険物語」 
　《出演》ラ・フォレスタ・デル・カント 
　　　　　ラポールコーラス 
　　　　　小杉中学校合唱部 

TEL 52-6780

リニューアル工事のお知らせ 

ニューイヤーコンサート2008
平成20年1月9日（水） 
午後6時30分開場 
午後7時開演 
全席自由　3,500円 
（18歳未満　1,800円） 

好評発売中
！ 

新年恒例となりましたニュー
イヤーコンサート。今年は新
しくオーケストラ・アンサン
ブル金沢の音楽監督に就任し
た井上道義を指揮に迎え、ソ
プラノの歌姫森麻季が素敵な
音楽を春風に乗せてお届けし
ます。 

井上道義 

森　麻季 

※メンバー会員及び選択された 
　クラブ会員は口数招待します。 

石原裕次郎主演　赤いハンカチ 

富山県内の10館合同のホールシネマ上映会。 
日本を代表する俳優・歌手の故石原裕次郎の主演作。 
なつかしの名画をお楽しみください。 

開演　①14:00～ 
　　　②18:30～ 

全席自由　500円（県内開催館共通入場券） 

ホールシネマ上映会 

12月12日（水） 

小杉文化ホール・新湊中央文化会館からのお知らせ 
12月29日（土）～１月３日（木）まで、年末年始休館させていただきます。 

ご理解とご協力をお願いいたします。 

時　間　午前９時30分～12時 
定　員　各10人 
料　金　1,000円 
 
電話にて実施日の前日までにお申し込みください。先着順。 

いずれも入館料のみでお楽しみいただけます。市内の方は、親子・子どもフリーパスをご利用ください。 



平成19年10月末現在　※（　）内は前月比 

（＋58） 95,083人 
（＋32） 45,986人 
（＋26） 49,097人 
（＋39） 30,949世帯 

射水市代表電話 

☎0766-57-1300

射水市の人口 
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富山県射水市市民協働課 

＊市内在住の方にコラムを連載していただいています。 

問合せ先　生涯学習課（下庁舎1階）☎59－8091

問合せ先　観光・ブランド課　☎82－1958

平成20年1月13日 
午前10時～（受付 午前9時～） 

と　き 

ところ 小杉総合体育センター 

式　典・記念行事 内　容 

対象者 原則として、昭和62年4月2日から昭和63年4月1日までの間に 
生まれた方。 
詳しくは、案内状をご覧ください。 
進学・就職等により市外へ転出されている方には、案内状が届か 
ない場合がありますので、お問い合わせください。 

成人式当日は周辺の交通混雑が予想されますので交通規制を設けます。 
右記の案内図をご確認ください。 

平成20年「射水市成人式」 平成20年「射水市成人式」 

鰤分け神事 鰤分け神事 
　毎年、元旦の朝、加茂神社では、全国で数少ない民俗的行事「魚の読みあげ」
が新年慶賀祭として行われます。 
　本殿で祝詞が始まると、読みあげ役が一匹ずつ鰤をささげ上げ、各地区の名
を読みあげます。村の氏子たちは、「鰤の読みあげ」と呼び、この行事が終わる
と氏子の全戸に鰤の切り身と鏡餅が配られます。それを家族で取り分けて、一
年の無病息災を祈願するのが習わしとなっています。 

日 

平成20年1月1日 
午前10時～ 

と　き 射水市役所下庁舎から徒歩5分  
コミュニティバスを利用の場合 
⑧新湊・JR呉羽線「JA下村支店前」下車　徒歩5分 
⑲小杉駅・足洗線「JA下村支店前」下車　徒歩5分 
⑳小杉駅・下庁舎線「下村パークゴルフ場口」下車　徒歩1分 

アクセス 

ところ 加茂神社（下地区） 

祝 

案内図 

至今井 

至大門・大島 

西楠町 小杉北部線 

ふるさと農道 

参加者・一般者駐車場を利用される方の導線案内 
送迎のみの方の導線案内 

小杉総合 
体育センター 

第１Ｐ 

第2Ｐ 

至富山 

臨
港
東
線 

鷲塚西 

鷲塚北 

大江（南） 

手　崎 

※来賓・招待者の方の駐車場および交通導線は案内状でご確認ください。 

スムーズな交通の流れを確保するためにも、皆様のご協力 
をお願いいたします。 
なお、時間に余裕を持った行動をお願いいたします。 

会場前に送迎専用乗 
降口を設けています。 




